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設定を変更ずる 
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■ 
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ちを叫電気製品はを全のためのま意事 
胃° 1項を巧らないと、火災や人身事故 
になることがあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注 
意事項と製品の取り扱いかたをおしています。 
本書をよくお読みのラえ、製品を安全にお使いく 
ださい。お読みになったあとは、いつでも見られ 
るところに必ずな管してください。 


◎ 2008 Sonv Corporation 








o 電源を切る 
包電池をはずず 
©ソニーの相談窓□に 
連絡ずる 


裏表紙に ソニーの 相談窓 □の 連絡巧びあ0ま 
す。 


〇ずぐに乂気か6遠ざけてください。漏れた 
液や気体に引义して発乂、破裂の恐れがあり 
まず。 

包液が目に入った場合は、こず5ず、ずぐに水 
道水などをれいな水で充分に洗ったあと、医 
師の治療を受けてください。 

〇液を□に入れたり、なめた場合は、ずぐに水 
道水で□を洗浄し、医師に相談してください。 

〇液が身体や別尉こついたときは、水でよく洗 
い流してください。 


カメラや AC アダフター、バッテ U —チヤー 
ジャーなどの動作びおかしくなったり、破損し 
ていることに気びついたら、ずぐにソニーの相 
談窓□へご相談ください。 


1年に1度は、電源プラグ部とコンセントの間に 
ほこりびたまっていなし、か、電源コードに傷び 
ないか、故障したまま使用していないか、など 
を点検してください。 


lAmn まをのために 

誤った使いかたをしたときに生じる感電や傷 
害など人へのを害、また火災などのお産への損 
害を未然に防止するため、次のことを必ずお守 
りください。 

♦ 


一 164〜167ぺージも 
友わせてお読みください。 

警告表示の意味 

この取扱説明書や製品では、次の 
よラな表示をしています。 

IA 危哟 

この表示のある事項を守らない 
と、極ゆて危険な状況び起こり、 
その結果大けびや死 t にいたる 
危害び発生します。 

この表示のある事項を守らない 
と、思わぬ危険な状況び起こり、 
その結果大けびや死 t にいたる 
危害び発生することがありまず。 

IA 注意 I 

この表示のある事項を守らない 
と、思わ说危険な状況び起こり、 
けびや財産に損害を与えること 
びおります。 

注意を促ず記号 

底 A 

义災 感電 

行為を禁止ずる記号 

の風祕 

禁止 せお禁止めれ手禁止 

行為を指示する記号 

运 〇 

3ラグをコン f 旨 W 

セントから巧く 

電池について 

安全のためにの文中の r 電池」と 
は、 r バッテ U - パック」も含みま 
す。 


「ま全のために」のま意事項を守る 


定期的に点検ずる 


故障した6使わない 


万一、異常が起さた6 


万一、電池の液漏れが起さた5 
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おほいになる前にがずお読み < ださい 


撮影方法について 


液晶モニターおよぴレンズについて 


• 本機は液晶モニターを使用して撮影 
ずるライブビューモードと、ファイン 
ダーを使用して撮影するファイン 
ダーモード ( OVF ) の2通りの撮影方 
法び巧能です。 

• ライプビューモードの撮影と、ファイ 
ンダーモードの撮影は、測光ち式、露 
出モードなどの違いによ0、露出や 
オートホワイトバランス、 D レンジ 
オフティマイヴーなどの結果び異な 
ることびあります。 

• ライブビューモード時に液晶モニ 
ターで確認する画像は、実際の撮影結 
果と異なることびあります。 

な下のような場合などには、その差び 
大さくなります。 

-フラッシュを発光ずるとき 
-夜景など、ほ輝度の被写体を撮影す 
るとさ 

-輝度差の大さな被写体を撮影する 
とさ 

-円偏光フィルターを装着している 
とさ 

表の言語について 

本機では曰本語のみに対応しています。 
その他の言語には変更でさません。 

撮影内容の補償はでさません 

万一、カメラやメモ U —カードなどの 
不具合により撮影や再生びされなかっ 
た場合、画像などの記録内容の巧償に 
ついては、ご容赦ください。 

バックアップのおすすめ 

万一の誤消去や破損にそなえ、必ず予 
倫のデータ〕ピー(バックアップ)を 
おとりください。 


のごま意 

• 液晶モニターは有効画素9弓.弓9%政 
上の非常に精密度の高い技術で作ら 
れていますび、黒い点び現れた0、白 
やホ、青、緑の点び消えないことびあ 
0ます。これは故障ではありません。 
これらの点は記録されていません。 
またライブビューモードで見える点 
については、ピクセルマツピングを実 
巧すると軽減する場合びあります 
り52ぺージ)。 


黒 > 口、 ホ' 目、 
緑の点 


• 液晶モニターを持って本機を持ち運 
ばないで < ださい。 

• 直射曰光の当たる場所に放置しない 
でください。太陽光び近くの物に結 
像すると、火災の原因となります。や 
むを得ず直射日光下に置く場合は、レ 
ンズキヤッフを付けてください。 

• 寒いところで使ラと、画像び尾を引い 
て見えることがあ0ますび、故障では 
ありません。また、初ゆは画面び通萬 
よりわかし暗<なります。本機内部 
の温度び上びってくると、通常の巧る 
さになります。 

• 液晶モニターを強ぐ巧さないでくだ 
さい。画面にムラび出たり、液晶モニ 
ターの故障の原因にな0ます。 
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著作権について 

あなたびカメラで撮影したをのは、個 
人として楽しむほかは、著作権法上、権 
利ちに無断で使用でさません。なお、実 
演や興業、展示物などの中には、個人と 
して楽しむなどの目的びあってを、撮 
影を制限している場合びあ0ますので 
ごを意ください。 


電液障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障 
害自主規制協議を ( vca ) の基準に 
基づくクラス B 情報技術装置です。 
この装置は、家庭環境で使用するこ 
とを目的としていまずび、この装置 
びラジオやテレビジョン受 f 言機に近 
接して使用されると、受信障害を引 
さ起こすことびあります。取扱説明 
書に従って正しい取り扱いをしてく 
ださい。 


本書中の画像について 

画像の例として本書に掲載している写 
真はイ;ージです。本機を使って撮震 
したをのではありません。 
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付属品を確認ずる 

万一、不足の場合はお買い上げ店にご相談ください。 
() 内は個数 


• バッテリーチャージャー 
BC - VM 10 り）/電源コードり） 



• U チヤージャブルバッテリー 
パック NP - FM 500 H (1) 



• ボディキャップり） （ 本機に装 
着） 



• アイカップり）（本機に装着） 

• CD-ROM ( a アプ U ケーシヨ 
ンソフ トウ エア） （1) 

• クイックスタートガイドり） 

• 取扱説明書(本書） （1) 

• 保証書 (1) 


準備ずる 


• アイ ピースカバー （1) 
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パッテリーを準備する 

初めてお使いになるときは、"インフォリチウム"バッテリー NP - 
FM 500 H (付属)を、おず充電してください。 


バッテ U —を充電する 


"インフォリチウム"バッテ U —は、使い切らない状態でち充電でさま 
す。また、充電び完了していない状態で使用することもでをます。 


1バッテリーをバッテリーチャー 
ジヤーに入れる。 

カチッと音びするまで軽く巧す。 



2 電源 コードをつなぐ。 

点む：充電中 
消な：実巧充電完了 
消む棲1時間：満充電完了 



充電時間に ついて 

• バッテリーを使い切ってか！5、温度25むの環境下で充電した場含の 
充電時間の目安は、政下の表のとおりです。 


満巧電 

実用巧電 

約235分 

約175分 


• バッテリーの残量や、充電環境によって、充電時間は異なります。 

• 周囲の温度び10で〜30での環境で充電してください。これ！;(外で 
は、効率のよい充電びでさないことびあります。 
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ご注意 

• バッテ u —チャージャーは、お手近なコンセントにつないでお使いくださ 
い。 

• 充電び完了して CHARGE ランプび消えてわ電源からは遮断されません。使 
巧中、不具合び生じたときはすぐにコンセントか6プラグを撒を、電源を遮 
断して < ださい。 

• 充電び終わったら、バッテ U - チャージャーをコンセントから抜き、バッテ 
U —をバッテ U —チャージャーから取りはずして<ださい。そのまま取り 
付けていると、バッテ U —の寿命を損なラことびあります。 

• バッテ U - チャージャー咐顧で、"インフォ U チウム " M シ U - ズ切がの 
バッテ U - を充電しないでください。指定切がのバッテリーを充電すると、 
バッテ I 」一の液漏れ、発熱、破裂、感電の原因となり、やけどやけびをするお 
それびあ0ます。 

• CHARGE ランプび点滅した場合は、バッテリーの異常、または指定がの 
バッテ1」一び挿入された場合び考えられます。指定のノくッテ1 」一かどうか 
確認してください。また、指定のノくッテ U —を挿入している場合は、一度 
バッテ U —を揣を、新品のバッテリーなど、別のバッテ U —を挿入してバッ 
テ U —チャージャーび正萬に動作するか確認してください。バッテリー 
チャージャーび正常に動作する場合は、バッテリーの異常び考えられます。 

• バッテ U —チャージャーび巧れていると正背に巧電で去ないことびありま 
す。乾いた巧などで巧れを拭を取ってください。 

ミちがで充電ずるには 

バッテ U - チャージャーや AC アダプター/チャージャ ー AC - 
VQ 900 AM (別売)は全世界 ( AC 100 V 〜 240 V ’50/60 Hz ) で使えます。 

ただし、地域によっては壁のコンセントに差し込むための変換プラグ 

アダプターび必票になる場合びあります。あらかじめ旅行代理店な 

どでおたずねのうえ、ご用意ください。 


つンセント 
のお状例 

■ 

の0 

をに北米 

〇 G G 

〇 0 
主に3-□ツバなど 

♦ 

を換フラグ 
アダプター 

不要 

1 

料 



■準備ずる 
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ごま意 

• 電子式変圧器(:トラベルコンバーター)は故障の原因となるので使わないで 
<ださい。 


パッテ U —を入れる 


1バッテリーカバーのオープンレ 
バーを巧し、バッテリーカバーを 
開ける。 



2バッテリーの端で□ックレバー 
を巧し ながら入れ、バッテリーが 
□ックされるまで巧し込む。 



n ックレバー 



バッテリーを取り出すには 

電源を切り、□ックレノ f 一をず6して、 
バッテ IJ 一を引を出します。このとを、 
バッテ U —び落下しないよう、を意し 
て < ださい。 



n ックレバー 
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パッテリーカパーをはずずには 

本磯のバッテリーカノ は、縦位置グ 
IJ ップ(別売)を取り付けるために取り 
はずせる仕組みになっています。 
取りはずすときは、着脱巧レノ（一を矢 
印の方向に押しなが6、横へ弓 I き出し 
ます。 

取り付けるときは、巧に軸を入れ、着脱 
用レノ（一を下げてはめ込みます。 


バッテリー残量を確認ずるには 

POWER スイッチを rON 」 側にずらして電源を入れ、液晶モニターで確 
認してください。攻下の残量表示マークに加え、％表示ちされます。 
残量胃胃胃 M ^ びなくなりま 

を^^^^^^^^^^^^^^^か撮影でさません 

InfoLITHIUM (インフォリチウム）バッテリーについて 

"インフォ IJ チウム"バッテリーは、本磯との間で、使用状況に関する 
データを通信する機能を持っているリチウムイオンバッテリーです。 
"インフォ IJ チウム"バッテリーが、本機の使用状況に応じたバッテ 
I 」一残量を％単位で表示します。 

ごま意 

• 使巧状況や環境によっては、正しく表示されません。 

• バッテ U —は防水構造ではありません。水などに城らさないよラにご注意 
ください。 

• 高温になった車の中や炎天下などの気温の高い場所に放置しないで<ださ 
し、。 



準備ずる 


使用でをるバッテリーについて 

バッテ U - は NP - FM 500 H をご使用ください。 NP - FM 55 H 、 NP - 
FM 50、 NP - FM 30 は使用でさません。 
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バッテリーの上手な使いかた 

• 周囲の温度びおいと、バッテ U - の性能は低下し、使用できる時間 
は短くなります。より長い時間ご使用いただくためには、バッテ 
リーをポケットなどに入れて温かくしておを、撮影の直前、本機に 
取り付けることをおすすめします。 

• フラッシュ撮影などを頻繁にすると、バッテリーの消費び早くなり 
ます。 


バッテリーの寿命について 

• バッテリーには寿命びあります。使用回数を重ねたり、時間び経過 
するにつれバッテ1」一の容量は少しずつお下します。使用でをる時 
間び大幅に短くなった場合は、寿命と思われますので新しいものを 
ご購入 < ださい。 

• 寿命は、保管ち法、使用状況传環境、バッテ U —パックごとに異なり 
ます。 


保管ち法について 

バッテ IJ 一を長持ちさせるためには、長時間使用しない場合でも、1 
年に1回程度満充電にして本機で使い切り、その後本機か6バッテ 
リーを取りはずして、湿度の低い涼しい場所で保管してください。 
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レンズを取り付ける 


1本機のボディキャップとレンズ 
の後キャップをはずず。 ^ 

後キャップ 

2レンズと本機の 2 つのオレンジ色 
の点ををわせてはめ込む。 

1 


苗の' 

麵 

オレンジ色の点 

3レンズを軽く本機に巧し付けな 
び6、 r カチッ」と音がずるまで矢 
印の方向にゆっくり回ず。 

i 

逆 


ごま意 

• レンズを取り付けるとをは、レンズ取りはずしボタンを押さないでくださ 
い。 

• レンズに無理な力を加えないで<ださい。 

レンズフードについて 

レンズ フー ドは、不要な光びレンズに入るのを防ぎます。取り付けか 
たは、レンズの取扱説明書をご覧ください。 


■準備ずる 
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レンズを取りはずずには 


1レンズ取りはずしボタンを巧し 
なげら 、レンズを矢印の方向に止 
まるまで回して取りはずす。 

• カメラ内部にほこりや二 fs び入らな 
いよラに、ほこりのみない場所で素早 
<寺子ラ。 



レンズ取りはずしボタン 


2本機とレンズにキャップを取り 


付ける。 

LO^ ) 

• キャップは、ほこりを落としてから取 


り付ける。 



レンズ交換時のごま意 

レンズ交換の際に、カメラ内にほこりやゴミび入ってイ;>< ージセン 
サー(フィルムの役割を果す部分)表面に付着すると、撮影条件によっ 
ては、ゴミ传ほこりげ画像に写り込むことげあります。 

本機はアンチダスト機能によりゴミやほこりび付きにくくなってお 
りますび、レンズの取り付け/取りはずしを行う際には、ほこりのかな 
い場所で素早く行ってください。 

イメージセンサーにほこりやコ’ミび付着した場合は 

A セットアップメニューの[ク u — ニングモード]で、イジセン 
サーの清掃をして < ださい (27 ページ)。 
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メモリーカードを入れる 


本機では、コンパクトフラッシュカードに F カード)、マイク □ ドライ 
ブ、"メモリースティックデュオ"が使用でをます。 


1メモリーカードカバーを開ける。 



2 メモリーカード(別売)のラベル 
面を液晶モニター側にして、端子 
部(小さい巧が並んでいる面)か 
6差し込む。 

• "メモリースティックデュオ"（別売） 
は、〕ンパクトフラッシュス□ット巧 
応メモリースティックデュオアダプ 
ター（別売)に入れた状態で、本機に 
差し込む。 



ラベルおちて面 



ラベルおちて面 


3 メモリーカードカバーを閉じる。 


メモリーカードを取り出ずには 

アクセスランプび点'なしてないことを 
確認し、メモ U -力ー ドカバーを開け 
て、メモ I 」ーカード取0出しレノ く一を 
中に押し込みます。 

メモリーカードびかし飛び出たら、弓 I 
を出して < ださい。 



























メモ u —力ード使用上のご注意 


• 長時間使用した直後のメモリーカードは熱くなっています。ごミ主意 
ください。 

• アクセスランプ点巧中は、絶対にメモ U —カードを取り出したり、 
バッテ I 」一を取りはずした D 、 電源を切らないでください 。データ 
び壊れることびあります。 

• 強い磁気のそばにメモ U —力ードを近づけたり、静電気や電気的ノ 
イズの影響を受ける場所で使用した場を、データび壊れることびあ 
D ます。 

• 大切なデータは、パソコンの八ードディスクなどにバックアップを 
取ってお<ことをおすすめします。 

• メモリーカードの持ち運び传保管の際は、付属の収納ケースに入れ 
て < ださい。 

• 水に姑らさないで < ださい。 

• 端モ部には手や金属で舰れないでください。 


CF 力ード/マイク □ ドライブについて 

• 初めてお使いになるとをは、おず本機でフオーマットしてからお使 
い < ださい。 

• CF カードやマイク □ ドライブのラベルをはげさないでください。 
また、上からラベルを重ねて貼らないでください。 

• ラベル面を強く押さないでください。 

マイクロドライブ使用上のご注意 

マイクロドライブは CompactFlashTypell に準拠したル型、軽量の A — ド 
ディスクドライブです。 

• マイク□ドライプは/」裡 y 八ードディスクドライブです。回転系記録媒体で 
あるため、他の;><モ|」ーカードに比べ振動や衝擊に強くありません。 

マイク□ドライプ使巧時、特に記録や再生中は本機に振動や衝撃を与えな 
いで < ださい。 

• 5む切下の環境でのご使用は、マイク □ ドライブの性能劣化を招く場合びあ 
りますのでご注意ください。 

マイクロドライプ使巧時の動作温度： 5で〜40む 
• 気圧のない場所(海损300日 m 切上)ではご使用になれません。 

• マイクロドライプのラベルには何も記入しないでください。 




"メモリースティック"について 

•—;>< モリースティック"：本機では使 
用でさません。 


•—;>< モリースティックデュオ"：コ 
ンパクトフラッシュス□ット対応 x 
モリースティックデュオアダプ 
ター（別売)に入れて、本磯で使用巧 
能です。 

• 本機で動作確認されている"メモリースティック PRO デュオ"およ 
び"メモリースティック PRO-HG デュオ"は 8 G 目までです。 
使用可能なソモリースティック"についての最新情報は、ホーム 
ページ上の「メモリースティック对応表」をご確認ください。 
http :// www . sony . co . jp / mstaiou / 

• パソコンでフォーマットしたソモリースティックデュオ"は、本機 
での動作を保証しません。 

• お使いの"メモリースティックデュオ"と機器の組み合わせによっ 
ては、データの読み込み/書を込み速度び異なります。 

"メモリースティックデュオ"使用上のごま 意 

• メモエ U アに書き込むときは、あまり強い圧力をかけないでください。 

•">< モ U —スティックデュオ"本体にラベルなどを貼らないで<ださい。 

• 強い衝撃を与えたり、曲げたり、落としたりしないでください。 

• 分觸したり、改造したりしないでください。 

• ルさいおモさまの手の届くところに置かないようにしてください。誤って 
飲みこむおそれびあります。 

• 切下のよラな場所でのご使巧やな管は避けてください。 

-高温になった車の中や炎天下などの気温の高い場所 
-直射日光のあたる場所 
-湿気の多い場所や腐食性のちのびある場所 



準備ずる 
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カメラ本体を準備する 


日時を設定する 


初めて電源を入れたとをは、曰時設定の画面び表示されます。 


1 POWER スイッチを rON 」 にし 
て、電源を入れる。 

• 電源を切るとをは、 rOFF 」 にする。 



2液晶モニターの表示で[実行]が 
選ばれていることを確認し、十字 
キーの中央を巧す。 



3 ◄/ ►で設定する項目を選び、 ▲/ 
▼で数値を設定する。 



曰時設定 


20明 112 :加 AM 

年/月/日 

か進巧ク a 整♦ミ夫定 


4 3の手順を繰り返して、すべて設定し、十字キーの中央を巧す。 

• 年月日の並び順は、 ◄/ ►で[年/月/日]を選び、 ▲/ ▼で変更する。 


5 [実行]が選ばれていることを確認し、十字キーの中央を押す。 
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日時設定を中止ずるには 

MENU ボタンを押します。 


付属品の使いかた 

ここでは、シヨルダーストラ ッ プとアイピースカノ（一の使いかたを説 
明します。 

他の付属品は、攻下のページで説明しています。 

• I 」チャージャブルバッテリー (9 ぺージ） 

• バッテリーチャージ巾一、電源コード (9 ぺージ） 

• アイカップ (62 ページ） 

• USB ケースレ（124、141ぺージ） 

• ビデオケーブル （1 日7ページ） 

• CD-ROM (132 ぺージ） 


シヨルダーストラップを取り付ける 


ストラップの両方の先端をそれぞ 
れ取り付ける。 

• ストラップには、アイ ピースカバー (23 
ページ)を取り付けることちでさる。 


アイ ピースカバー 






アイ ピース カノ く 一の 使いかた 

アイピースカバーをファインダーに 取り付けると、 ファインターから 
入る光び麗出に影響するのを防げます。 

セルフタイマー撮影など、ファインダーをのぞかずに撮影するとをに、 
取 D 付けて < ださい。 



ごま意 

• 撮影状況によっては、ファインダー下のアイセンサーび反応して、ピントび 
動いたり、液晶モニターび点滅を繰り返したりすることびあります。その 
よラな場合は、[アイスタート AF ] (61 ページ)と[接眼時自動消む] (1 19ペー 
ジ)を[切]にして < ださい。 


準備ずる 
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撮露可能枚数を確認する 


メモ U - 力ードを入れて POWER ス 
イッチを roN 」 にすると、液晶モニ 
ターに、撮影可能枚数(現在の設定で撮 
影を続けると、あと何枚撮影でをるか） 
び表示されます。 


ごま意 

• 「0」び黄色<点滅したとさは、メモ U —カードの容量びいっぱいです。メモ 
U —カードを交換するか、メモ U —カード内の画像を削除して < ださい（17、 
105ぺージ)。 

• 撮診可能枚数び「一一」で黄色く点滅したとさは、メモ U —力ードび入ってい 
ません。メモ U —カードを入れて<ださい。 



] 枚のメモ U —カードで撮影でをる枚数 

本機でフオー マツ トした;モリーカードに記録できる撮影枚数の目 
安は次のとおりです。撮影状況によって記歸可能枚数は異なります。 

画像の記録可能枚数(単位：枚） 

画像サイズ: L 14 M ( DSLR - A 350) /L 10 M ( DSLR - A 300) 

縦横比3:2のとき* 

DSLR - A 350 


容量 

画質 

1 GB 

2 GB 

4 GB 

8 GB 

スタンダード 

275 

552 

110目 

2206 

フアイン 

197 

396 

795 

1585 

RAW+JPEG 

36 

73 

147 

295 

RAW 

44 

90 

181 

363 
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DSLR - A 300 


容量 

画質 

1 GB 

2 GB 

4 GB 

8 GB 

スタンダード 

325 

653 

1307 

2606 

フアイン 

241 

484 

969 

1933 

RAW+JPEG 

48 

98 

198 

397 

RAW 

61 

124 

250 

500 


* [縦横比]を [16:9] に設定しているときは、上記の枚数より多く記録でさま 
す。ただし、 [ RAW ] に設定しているときは、 [3:2] に設定しているときと同 
じ枚数になります。 


1 つの} くッテ U —で撮影でをる枚数 

満充電したバッテリー（付属)で撮影でさる枚数の目安は！;(下の通り 
です。使用状況によって撮影可能枚数は異なります。 



DSLR - A 350 

DSLR - A 300 

ライブビューモード時 

約410枚 

約410枚 

ファインダーモード時 

約730枚 

約730お 


• 満充電したノ（ッテ U —を使い、下記の条件で測定した数値です。 

-温度び25で 

-画勤び[ファイン] 

-フォーカスモードび田田 ( AF 制御自動切り換え） 

-30 耿ごとに1回撮影 
-2 回に1度、フラッシュを発光する 
-10 回に1度、電源を入/切する 
• 測定方法は CIPA 規格による。 

(CIPA :カメラ映像機器工業会 〔amera & Imaging Products 
Association ) 

• マイクロドライブをお使いの場含は、撮影可能枚数び異なることげ 
おじます。 


■準備ずる 
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本体のお手入れにごいて 


液晶モこターををれいにする 


液晶モこターに指紋やゴミび付いてミちれたときは、液晶クリーこング 
キット(別売)を使ってをれいにすることをおすすめします。 


レンズををれいにする 


• レンズ面を清掃するときは、レンズブ□アーでほこりなどを取り除 
いてください。ミちれげひどい場含は、柔らかい巧やレンズテイツ 
シユにレンズクリーナーを染み込ませ、レンズの中央から円を描く 
よラに軽<ふいて<ださい。レンズク IJ ーナーを直接レンズ面にか 
けないで < ださい。 

• レンズ信号接点、ミラーなどマウントの内側にある本機の内部の部 
品には軸れないでください。ミラーおよびその周辺のほこりはオー 
トフォーカスに影響を与えることびあるため、市販のブ□アーで吹 
を飛ばしてください。イージセンサーに付着したほこりは画像に 
写り込むことびあるので、本機をクリーニングモードにして、ブ〇 
アーで清掃してください (27 ページ)。また、内部をボンべタイプの 
プ□アーで吹かないで<ださい。故障の原因とな D ます。 

• シンナーやベンジンなどの有機溶剤を含むク U —ナーは絶対に使 
用しないで < ださい。 


本体表面ををれいにする 


水や姑るま湯をかし含ませた柔らかい巧で軽<拭いたあと、からぶを 
します。本機の表面び変質したり塗装びはげたりすることびあるので、 
政下はご使用にならないでください。 

• シンナー、ベンジン、アルコール、化学ぞラさん、虫除け、日焼け止め、 
殺虫剤のよラな化学薬品類 
• 上記び手についたまま本機を扱ラこと 
• ゴムやビこール製品との長時間の接觸 
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イメージセンサーをク u —こングする 

本機内にゴミやほこりび入ってイメージセンサー（フィルムに該当 
する部分)に付着すると、撮影条件によっては、づミやほこりび画像に 
写り込むことげあります。付着した場含は、市販のブ□アーを使用し 
て、！;(下の手順でイ;ージセンサーの清掃を行ってください。 

アンチダスト機能の効果によりブ□アーだけで簡単にほこりを落と 
すことびでをます。 

ごま意 

• バッテ U —鶏量び ( 残量び3個)上でないと、ク U —ニングモードは 
巧えません。ク U —ニングの途中でバッテ U —の残量びな<なると、シャッ 
ター幕破損の原因となるため、清掃はすみやかに巧って<ださい。 AC アダ 
プター/チャージャー（別売)の使用をおすすめします。 

• スプレー式のブ□アーは、水蒸気び本機内部に飛び散るので使巧しないで 
ください。 

1バッテリー容量が充分にあることを確認する （13 ページ)。 

2 MENU ボタンを巧し、十字キー 
の ◄/ ►で A 3を選ぶ。 


MENU ボタン 

3 十字キーの ▲/ ▼で[クリーニング 
モード]を選び、十字キーの中央 
を巧す。 

「ク U - ニング後はカメラの電源を OFF 
にして<ださい開始しますか？」とい 
ラメッセージび表示される。 




準備ずる 
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4 十字キーの▲で[実行]を選び、十字キーの中央を巧す。 

イメージセンサーび短時間振動したあと、 S ラーび上びる。 


5レンズをはずす （16 ページ)。 


6ブ□アーでイメージセンサー表 
面とその周辺のほこりを吹さ飛 
ばす。 

• ブ□アーの先端をイ>< ージセンサー 
に当てないよラに、手早く行ラ。 

• ほこりび下に落ちやすいよラ、本機を 
やや下向をにする。 

• 清掃の際に、プロアーの先端をレンズ 
マウントより中に入れない。 



7レンズを取り付け、本機の POWER スイッチを rOFF 」 にする。 


ごま意 

•クリーニング中にノ くッテ U -鶏量びみなくなった場合は、本機のブヴーび 
鳴ってお知らせします。すぐにク U - ニングを中断して、 POWER スイッ 
チを 「 OFF 」 にしてください。 

• 上記の手順でク U —ニングを行っても取れない場合は、ソニーの相談窓 □ 
(裏表祇)にお問い合わせください。 
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各部のなまえと面面表お 


() の数字は、参照ページです。 


本体前面 



圧]シャッターボタン (42) 

回コント□-ルダイヤル(52、 
116) 

图セルフタイマーランプ (92) 
团レンズ信号接点* 

固=ラー* 

固マウント 

因内蔵フラッシュ* (72) 

固モードダイヤル (42) 


回 i (フラッシュポップアップ） 
ボタン (72) 

画レンズ取 D はずしボタン 
(16) 

回フォーカスモードスイッチ 
(66、 70) 

* の付いたところは、直接手で軸 
れないで < ださい。 


B 撮影の前に 
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本体後面 



丘]オート□ックアクセサリー 
シュー （65) 

回ファインダー （61) 

回アイセンサー （61) 

団 POWER スイッチ (20) 

固 MENU ボタン (37) 

固 asp (表示切り換え）/液晶 
明るさ調整ボタン(34、64、 
96) 

回 m (削除)ボタンり 05) 

固因(再生)ボタン (96) 


回液晶モニター（33、34、63、 
65) 



• 撮影状況に合わせて液晶モニ 
ターの向さを変えることびで 
をます。 

画視度調整ダイヤル (62) 

因]撮影時：因(露出補正)ボタ 
ン (78) 

再生時： Q (綱ル)ボタン (97) 
/H (インデックス）ボタン 
(99) 
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固 &/ 口！1(ドライブ)ボタン (91) 

ライブビューオプティカルビューファインブー 

圆 UVEVIEW / OVF 切り換えス 
イッチ(61、 71) 

回 ISO ボタン (83) 

画みイ X —ジセンサー位置 
表示 (67) 

画撮影時 ： AEL ( AE □ック）ボ 
タン(58、 76) 

再生時：@(拡大)ボタン (97) 
回 ： □:( スマー トテレコン バー 
ター） ボタン (71) 

画撮影時： Fn ボタン (37) 

再生時：わ_，(再生画像回転） 
ボタン (97) 

画アクセスランプ （17) 

國十字キー（実行ボタン）/ス 
ポット AF ボタン (69) 

國十字キー (▲/▼/◄/ ►ボタン） 
國 《#»( 手ブレ補正)スイッチ 
(40) 


B 撮影の前に 
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本体側面/底面 



圧 I VIDEO OUT / USB 端子(107、 
124) 

回メモ U - 力ードカバー 
回メモリーカード挿入口 （17) 

団メモリーカード取り出しレ 
パ‘一 (17) 

固ショルダーストラップ取り付 
け部 (22) 

固 REMOTE 端子 

• IJ モートコマンダー 

RM - S 1 AM (別売） / RM - L 1 AM 
(別売)を本機とつなぐ場合は、 
U モートコマンダーのター S 
ナルを REMOTE 端子のガイド 
溝に合わせて差し込んでくだ 
さい。 


因 DC IN 端テ 

• AC アダプター/チャージャー 
AC - VQ 900 AM 側売)を本機 
とつなぐ場合は、本機の電源を 
切り、 AC アダプター/チャー 
ジャーの接続コードのプラグ 
を DC IN 端子に差し込んでく 
ださい。 

图バッテリーカバー (13) 

回云脚ネジ巧 

• =脚を取り付けるとをは、ネジ 
の長さび 5. 5 mm 未満の=脚を 
使ラ。 

ネジの長さび 5.5 mm し乂上の^ 
脚ではしっかり固定でをず、本 
機を傷つけることびあります。 


32 






液晶モこター表术 


ライブビューモード時の画面表示は政下のよラになります。フアイ 
ンダーモード時の画面表示については、63ページをご覧ください。 


0> 

邸 

防 


側 90% 

FINE 口 100 1 

1~ 


榮- +2 mu 

~1 1 Vivid t 

' / 

か 

\ 1 

□jl 1_ 

P そを图 +2.0 


耐;甲旧 
に 03200 



晒 


田 


表示 

意味 

ma 90% 

バッテリー容量 （13) 

た： 

スマートテレコンバー 

夕一 (71) 

RAWRAW+J 

FINESTD 

画質り 10) 

国聞畏 

画像サイズ (109) /il 
像縦横比（110) 

100 

撮影可能枚数 (24) 

為 ; 心 A 

み競 も B 

心 500K 

G9 

ホワイトバランス 
(プ U セット、色温度、 
カラーフィルター、力 
スタム） （84) 

m 国 

D レンジオフティ7イ 
ヴー (88) 

I Vivid t 
[Port.t 
fLand.i 

I Night； 

I Sunset. 

I B/W 卜 
[Adobei 

クリエイティブスタイ 
ル (88) 


回 


表示 

意味 

Oil 公10の2 
LliUC 0.3 ev 
圆 S 0.3 ev 
BWB Lo 

ドライブモード(引） 

H 

ヒストブラム 

PASM 医） 

图国跑 

函画⑤ 

モードダイヤル (42) 

4 SLOW RUR WL ® 

わ SS 

フラッシュモード 

(74) 

< g > 

赤目軽減 (73) 

因 

調光補正 (80) 


回 


表示 

意味 

♦㈱ (〇) 

フオーカス 

1/125 

シャッタースピード 
(55) 

F 3.5 

絞り値 (53) 

▼ 

_2 ii 1 ii 0 ii 1 ii 2+ 

測光インジケーター 
巧入 94) 


■撮靈刖に 
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表示 

意味 

* 

AE □ック （76) 


手ブレ警告 (40) 

..ill 

手ブレインジケーター 
(41) 


团 

表示 

意味 

rjM rjJH 

フオーカスモード 
(68) 

• • • ■ ■ ■ 

• • •国 ■ ■ 

フオーカスエリア 
(6 弓） 

因囚 

測光モード (82) 

ISO 

に0感度 (83) 


撮影情報画面を切り換えるには 

DISP ボタンを押すたびに下記のよラ 
に撮影情報画面び切り換わります。 



DISP ボタン 


画面表のオン 


ヒストグラム表示オン 


画面表のオフ 
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機能/設定の還びかた 

撮影や再生などに使用する機能は 、 Fn (フアンクシヨン）ボタン、 
の/回（ドライブ)ボタン 、 MENU (メこユー)ボタンを押すと表示さ 
れる一覧から選びます。 

例： Fn ボタンを押したとき 


一覧からは、十字キーを使って、希望の設定 
を選択、決定していさます。 

ィ令►:左ち上下で選択 
♦:中央ボタンで決定 


表示された一覧から十字キーを使って、機能を選択、決定してい < 操 
作を、本書では似下のよラに記載しています。 

例： Fn ボタン^[ホワイトバランス]-> 希望の機能を選ぶ 

操作を開始すると、画面の下に十字キーの働きを示す操作ガイドび表 
示されます。操作ガイドを確認しなび6、操作してください。 

上記の例の具体的な操作は、政下のよラになります。 

1 Fn ボタンを巧す。 




撮影の前に 


35 



2 [ホワイトバランス]を、操作ガイ 
ドにしたわ S つて、 ▲/▼/◄/ ►で選 
択、 ♦ (中央ボタン)でミ夫定する。 


フぅ，姐-ド 

屢トド 

トトフォ-リストド 

巧-。]凹？ 

亢ワイ W ランス 

日レ測乃がザ- 

r <シ斯 R ♦ホを 1 


操作ガイド 


3希望の機能を、操作ガイドにし 
たがって選択、ミ夫定する。 

例えば、 [5500 K ] (数値は現在の設定値） 
を変更する場合は、 ▲/ ▼で [550 日のを 
選択、 ◄/ ►で r 色温度」の数値を調整、 • 
(中央ボタン)で決定する。 


i 

eg 1 
& 

1ホつ仆欣ス1 

1 なが 巧♦括下1 


ガイド表示 一寶 

操作ガイドには、十字キー似がのガイドも表示されます。それぞれの 
ガイドの意巧は、政下のようになっています。 


fMfn 

MENU ボタン 

晒のク 

MENU ボタンで元に戻る 

固 

郁（削除)ボタン 

回 

连 i (拡大)ボタン 

回 

巧（縮ル)ボタン 

回 

E (再を)ボタン 
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Fn (フアンクシヨン）ボタンで選ぶ機能 

フラッシュモード （74 ぺージ） 

オートフォーカスモード (68 ページ） 

ホワイトバランス (84 ページ） 

測光モード (82 ページ） 

フォーカスエリア (69 ページ） 

D レンジオプティマイザー （88 ページ） 


の / Q ( ドライブ)ボタンで選ぶ機能 

□1 枚撮影(引ページ） 

鸟1連続撮影 (91 ぺージ） 

公セルフタイマー （92 ページ） 

四 ac 連続ブラケット (93 ページ） 
ms 1枚ブラケット (93 ページ） 

皿 aWB ホワイトバランスブラケット （95 ページ) 


MENU (>< こユー)ボタンで選ぶ設定 

撮影 メニユー 



画儘ヴイズ (109) 



フォー カス/レ U - ズ優先 


縦横比(110) 



(115) 


画質り 10) 



AF 補助光 (73) 


ク U エイテイブスタイル 


02 

長砂時ノイズリダクション 

口） 

(88) 


(114) 


調光モード (81) 



高感度ノイズリダクション 


調光補正ほ 0) 



(114) 

撮影モードリセツト （120) 


■撮靈刖に 
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カスタムメニュー 



アイスタート AF (61) 


AEL ボタン （116) 


コントロールダイヤル設定 

〇1 

(116) 


赤目軽減発光 (73) 


オートレビュー （118) 


接眼時自動消灯 (119) 


再生メニュ ー 


因1 

削除り 05) 

フォー マッ ト （113) 

プ□テクト （104) 

DPOF 指定り 38) 

• 曰付プ U ント （139) 

• インデックスプ U ント 

(139) 

セットアップメニユー 


モニター明るさ （11 の 
情報表示時間 （118) 

パワーセーブ (117) 

ビデオ出力 （1 日 8) 

日時設定 （117) 


A 3 

ピクセルマッピング （152) 

ク1」一ニングモード (27) 

設定値リセット （121) 


因2 

縦記録画像の再生 (9 の 
スライド シヨー (100) 

• 間隔設定（100) 


A 2 

ファイルナンバー （112) 
フォルダ形式 （112) 

フォルダ選択 （113) 

• 新規作成 (113) 

USB 接続(124、 140) 

電子音 (117) 
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手ブレを抑えて撮る 

r 手ブレ」とは、シャッターボタンを押したあとに力 x ラび動き、不鮮 
明な画像になる現象のことです。 

手ブレを抑えるには、政下の方法びあります。 

正しく構える 

液晶 モニター 使用時 



上半身を安定させて、カメラが動かないよラに構える。 


■撮影ずる 
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ポイント① 

片手でカメラのグ U ップを持ち、もう片方の手でレンズの下側をまえ 
る。 

ポイント® 

両足を肩幅に広げて、下半身を安定させる。 

ポイント感 
脇を軽く閉める。 

低い姿勢で撮影するときは、腺のうえに、肘などを乗せるなどして、上 
半身を安定させる。 

ポイント® 

液晶モこターで撮影するときは、液晶モニターを見やすい角度に調節 
する。 


手ブレ 警告 表示について 

手ブレの恐れびある場合は、1( 化! （手ブ 
レ警告)表示び点滅します。この場合は、 

手ブレ補正機能、云脚、またはフラッ 
シュを使ってください。 

« 化! (手ブレ警告)表示 



ごま意 

•順 （手プレ警告)は、自動で シャッター スピードを設定する撮影モードのと 
きのみ表示されます。撮影 モー ド 「 M 」、 rs 」、 rps 」 では表おされません。 


手ブレ補正機能を使ラ 


本機の手ブレ補正機能は、シャッタースピードで約 2.5 〜 3.5 段の補正 
効果を発揮します。 
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((邊リスイッチを roN 」 にする。 

• ..III (手プレ)インジケーターび表示され 
る。インジケーターの点な数び減るのを 
待って撮影する。 


.■■■1(手ブレ)インジケーター 


ごま意 

• POWER スイッチを rON 」 にした直後やカメラを構えた直後、シャッターボ 
タンを半巧しせずに一気に押し込んだとをは、手ブレ補正の効果び得られ 
にくいことびあります 。., III (手プレ)インジケーターの点な数び減るのを 
待ってから、ゆっくりシャッターボタンを押し込んでください。 

兰脚を使ラ 

攻下のよラな環境では、云脚を使った撮影びおすすめです。 

• 暗い場所で、フラッシュを使わずに撮影するとを 
• 夜景撮影などシャッタースピードび遅いとを 
• マク□撮影などの近距離撮影のとを 
• 望遠レンズで撮影するとを 
. 被写体を追いなびらの流し撮り撮影 

ごま意 

• =脚を使ラ場合には、手ブレ補正機能をオフにして < ださい。 



撮影ずる 
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El 应 J / ⑤カメラまかせで撮る 

「 AUTO 」 モードでは、被写体や環境を選ばずに、手軽に撮影でさます。 
フラッシュ撮影び禁止されているような場所では⑥を選びます。 


1モードダイヤルを四晒または 
⑥(発光禁止)にする。 



2液晶モニターを見やすい角度に 
調節して、本機を構える。 


フオーカスエリア 



3被写体をフオーカスエリアに入 
れる。 

• « 化! （手ブレ警ち)表示び点滅した場合 
には、 t ( A )) スイツチを roN 」 にして手 
ブレ補正機能を働かせる、または^脚 
を使って撮影する。 《 化! (手ブレ警告)表示 



4ズームレンズの場をは、ズームリ 
ングを回して、被写体の大きさを 
ミ夫める。 
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シャツ ターボタンを半巧しして、 
ピントををねせる。 

ピントび合うと、♦または ㈱ ロォーカ 
ス表示)び点なする(目7ページ)。 



個 90% FINE R 100 


フオーカス表の 


シャッターを深く巧し込んで、撮 
影する。 

• (【>1))スイッチを roN 」 にしているとき 
は 、., III (手プレ)インジケーターの点 
な数び減るのを待ってからシャッ 
ターを 押す。 




ミ ◎ 


.,||| (手ブレ)インジケーター 


ごま意 

• 撮影モード 「 AUTO 」 またはシーンセレクションを選んで撮影しているとき 
は、電源を入れなおしたり、撮影モードを変更すると、 Fn ボタンや、の / a 
ボタン、 ISO ボタン、 MENU ボタンを使って設定した内容は、初期値に戻り 
ます。また、マニュアルフォーカスは解除されます。 


撮影ずる 
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被写体にちわせて撮る 
(シーンセレクシヨン） 

撮りたい被写体や環境に昔ったモードを選ぶと、力;>< ラまかせの撮影 
( AUTO ) よりも、被写体に適した設定で撮影できます。 


人物を撮る 


こんなとさに適していまず 

♦背景をぼかして、人物を隙立 
たせる。 

♦肌色をやわらかに再現する。 




モードタイヤルを國(ポートレート）にする。 



• 背景をよりぼかすには、レンズを望遠側にする。 

• レンズに近い方の目にピントを合わせると、いさいさした印象にな 
る。 

• 逆光のときは、レンズフードをつけて撮る。 

• フラッシュで目げホくなってしまうときは、赤目軽減機能 (73 ぺ一 
ジ)を使ラ。 
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G 占風景を撮る 


こんなとさに適していまず 

♦風景を手前から奧までくっ 
きりと、鮮やかな色で撮る。 


モードダイヤルを团（風景）にする。 




• 風景の広大さをより強調するには、レンズを広角側にする。 





花やルさなものを撮る 


こんなとさに適していまず 

♦巧や昆虫、料理、身近なル物 
に近づいて、くっさりシャー 
プに撮る。 


苗な 


モードダイヤルを跑(マクロ）にする。 



• 使用レンズの最短距離まで被写体に近づ<。 

• マク□レンズを使えば、より近づいて撮影できる。 

• 1 ml ； (内で撮る場をは、内蔵フラッシュを⑤(発光禁止)にする。 

• 近距離撮影では、手ブレ補正の効果を得にくい。補正の効果び得ら 
れないとさは云脚を使用する (41 ページ)。 
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の 動いているものを撮る 


こんなとさに適していまず 

♦明るい場所で動をのある被 
写体を撮る。 


モードダイヤルを国(スポーツ）にする。 



• シャッターボタンを押し続けると連続撮影される。 

• シャッターボタンを半押ししたままシャッターチャンスを待つ。 
• 薄暗い場所で撮影するとをは、じ〇感度を高くする (83 ページ)。 






モードダイヤルを国(夕景）にする。 



• 他のモードよりホみの強い写真となる。ホみを強調したい朝日など 
の撮影にち便利。 

• 露出補正を行ラと、色の深みを調整でさる。一側(アンダー側）にす 
ると深みび増し、+側けーバー側 ） にすると浅くなる。 
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区^夜景を撮る 


こんなとさに適していまず 

♦夜景をバックに、手前の人 
物を撮る。 


♦暗い雰囲気を損なわずに、 
夜景を撮る。 



モードダイヤルを固(夜景ポートレート/夜景)にする。 

人物を入れずに夜景を撮るときは、[フラッシュモー问を⑥(発光禁 
止)にする （74 ページ)。 



• 撮影される人物び動くと写真もブレるので、動かないよラにミち意す 
る。 

• シャッタースピードび遅くなるので、 云 脚を使ラ。 

ごま意 

• 明かりの少ない全体的に暗い夜景のとをは、写真びラまく仕上びらないこ 
とびあ0ます。 






おいどおりに撮る（露出モード） 

一眼レフカ;/ラでは、シャッタースピード（シャッターが開いている 
時間）と、絞り（ピントの合ラ範囲=被写巧深度)を調節し、さまざまな 
写真表現を楽しむことびでさます。 

例えば、波の一瞬の表情を撮りたいときは、シャッタースピードを速 
<する、花の姿を際立たせたいとをは絞 D を開いて、花の前後をぼか 
す、というように、撮影意図に含わせた表現を楽しめます(53、55ぺ一 
ジ)。 


シャッタースピードと絞りの設定は、動きやピントによる写真表現を 
作り出すと同時に、カメラ撮影に最も大切な露光量(カメラに取り込 
まれる光の量)を調節し、写真の明るさを設定します。 

露光量による写真の明るさの変化 



露光量かない ◄ - ► 多い 

例えば、シャッタースピードを速くしたときは、シャッターが開いて 
いる時間び短い=光を取り込む時間び短いことになるため、写真び暗 
くなります。写真を明るくするためには、その分だけ絞り（光び通る 
巧)を開き、一度に力;/ラに取り込まれる光の量を調節するぶ、要びあ 
ります。 

このよラに、シャッタースピードと絞りで調節する写真の明るさを 
r 露出」といいます。 

ここでは、露出を調整して、動をやピント、光による写真表現を楽しむ 
方法を説明します。 

撮りたい写真、被写体にあった方法を見つけてください。 
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p プ□クラムオートで撮る 


こんなとさに適していまず 

♦麗出はカメラまかせ 、 ISO 
感度、ク U エイテイブスタイ 
ル、 D レンジオプテイマイ 
ザーなど、好みの設定値を保 
持したい。 

♦力;^ラび測定した適正露出 
を維持したまま、シャッター 
スピードと絞りの組みをね 
せを、被写体にあわせて変更 
したい（プ□グラムシフト）。 



モードダイヤルを 「 P 」 にする。 


撮影機能を希望の設定にする (66 〜 95 ページ)。 

設定値は、設定を U セツトするまでな持される。 

• フラッシュを発光したいとをは4ボタンを押す。 


ピントを合わせて撮影する。 


撮影ずる 
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プ□グラムシフトを使ラには 


1シャッターを半押ししてピント 
ををわせる。 

カメラび測定した適正露出(シャッター 
スピードと絞り値)び表おされる。 


シャッタースピード 絞0値 



2ピントを合わせた：!犬態でコント 
□ールダイヤルを回し、希望の組 
みをわせを選ぶ。 

撮青ミモード表おび rPs 」 （シャッタース 
ピード優先プ□グラムシフト）に切り換 
わり、シャッタースピードと絞りび変わ 
る。 

• 絞り値を見なびら組み合わせを選び 
たいとをは、 「 Pa 」 （絞り優先プ□グラ 
ムシフト）に切り換える （1 16ぺージ)。 



3撮影する。 


ごま意 

• プログラムシフト rpjnvi は、電源を入れなおしたり、一定の時間びたつと 
解除され、 rp 」 に戻ります。 

• プ□グラムシフト rpj では、1(化!(手ブレ警告)は表示されません。 
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A 背景のぼかし具合を調整して撮る(絞り優先) 


こんなとさに適していまず 

被写体だけをくっきりとさ 
せて、前後をぼかしたい。絞 
りを開けるほど、ピントの合 
ラ範囲び狭くなる(被写巧深 
度び浅くなる）。 


♦風景の契行さを表したい。 
絞り込むほど、ピントのをラ 
範囲が前後に広びる(被写巧 
深度が深 < なる)。 


1モードダイヤルを 「A」 にする。 



■撮影ずる 
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2 コント□ールダイヤルで、絞り値 
(F 値)を選ぶ。 

• 絞り値をルさくする:被写体の前後び 
ぼける。 

絞り値を大去くする：被写体の前後 
までくっきりとピントび合ラ。 

• 液晶モニター/ファインダーの画儘は 
変化しない。撮影した画儘を確認して、 
絞り値を調整ずる。 




3ピントを合わせて撮影する。 

適正露出になるよラに、シャッタース 
ピードは自動で設定される。 

• 設定した絞り値で適正露出にならな 
いと本機び判断した場合は、シャッ 
タースピードび点滅する。この場合は、 
絞り値を変更する。 



シャッタースピード 


• 設定した絞り値によっては、シャッタースピードび遅くなる場合び 
ある。シャッタースピードび遅いときは、云脚を使用する。 

• 絞り値によって、フラッシュの届く範囲び異なる。フラッシュ撮影 
時は、フラッシュ光の届く範囲(調光距離)を確認する （73 ページ)。 

• 背景をよりぼかしたいときは、望遠レンズや、開放絞り値のルさい 
レンズ(明るいレンズ)を使う。 
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s 動くちのの表現を変えて撮る（シヤッタースピード優先) 


こんなとさに適していまず 

♦一瞬を静止させたよラに撮 
りたい。シャッタースピー 
ドび速いほど、一瞬の動をを 
捉スる。 


♦動をの軌跡を写し、躍動感 
や流動感を表現したい。 
シャッター速度び遅いほど、 
軌跡び写せる。 



モードダイヤルをに」にする。 


■撮影ずる 
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2 コント□ールダイヤルでシャツ 
タースピードを選ぶ。 




シャッター スピード 


3ピントを合わせて撮影する。 

適正露出になるよラに、絞り値び自動的 
に設定される。 

• 設定したシャッタースピードで適正 
露出にならないと本機び判断した場 
合は、絞り値び点滅する。この場合は、 
シャッタースピードを変更する。 


個 90% FINE R 100 

皿 



-(□> 




絞り値 ( F 値) 



• シャッタースピードを遅くして撮るときは、云脚を使ラ。 

• 室内スポーツを撮影するとをは、 ISO 感度を高くする。 

ごま意 

• シャッタースピード優先モードでは、《化!（手ブレ警告)は表示されません。 

• フラッシュを使用する場合、シャッタースピードを遅くして絞りを絞り込 
む(絞り値を大をくする）と、フラッシュ光び違くまで届かなくなります。 

• ISO 感度は高くするほど、ノイズは増えます。 

• シャッタースピードを、 ] 砂または1秋より遅くして撮影(長時間露光)する 
と、シャッターを開けていた時間と同時間のノイズ軽減姐理をします。 
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M 手動で露出を決めて撮る（マニュアル露出) 


こんなとさに適していまず 

♦絞り値とシャッタースピー 
ドの両方を調節して、自分の 
好みの露出で撮る。 
♦露出計を使って撮る。 



1モードダイヤルを nvu にする。 


2コント□—ルダイヤルでシャツ 
タースピードを、囚ボタンを巧し 
なが5コント□ールダイヤルを 
回して絞り値を選び、露出を調整 
する。 

• コント□ールダイヤルで調整する値 
は、[コント□ールダイヤル設定]で蜜 
要できる （11 6ぺージ)。 



シャッタースピード 

















3 露出ををわせて撮影する。 

• 測光インジケーターで露出値を確認 
する。 

+側：明るく写る 
一側：暗めに写る 
インジケーターの範囲を超えると 
び点灯し、さらに差び開 < と点滅する。 



ごま意 

• マニュアルモードでは、《 化! （手ブレ警告)は表示されません。 

• 撮影モードを 「 M 」 にすると、 ISO 感度の [ AUTO ] 設定は[100]に切り換わり 
ます。 「 M 」 モードでは、に0感度に [ AUTO ] はありません。必要に応じて、 
ISO 感度を変更してください。 


マニュアルシフト 

設定した露出のまま、シャッタースピードと絞り値の組み合わせを変 
要できます。 


AEL ボタンを押しなびらコント□-ル 
ダイヤルを回し、絞り値とシャッター 
スピードの組みをわせを選んで<ださ 
し、。 



AEL ボタン 
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M 長時間露光で、動さの軌跡を撮る(ノ くルブ撮影） 


こんなとさに適していまず 

♦花火の光が尾を引<よラな 
画像を撮る。 

•星の軌跡を撮る。 



モードダイヤルを 「 M 」 にする。 


コント□ールダイヤルを 
[BULB] が出るまで左に回す。 



BULB 


囚ボタンを巧しなが5コント 
□ールダイヤルで絞り値 ( F 値)を 
選ぶ。 



因ボタン 


■撮影ずる 
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4 シャッター半押しでピントを合わせる。 


5必要な時間、シャッターボタンを巧し続けて撮影する。 

シャツターボタンを押し続けている間、シャッターび開いたままになる。 


• 兰脚に取 D 付けて撮影する。 

• 花火などのときは、マニュアルフオーカスにしてピントを無限遠に 
する。 

• シャッターボタンの□ック機能を持つリモートコマンター(別売） 
を使用すると、 U モートコマンダーでシャッターを開けたままにで 
をる。 

ごま意 

• =脚を使ラ場合は、手プレ補正機能をオフにしてください。 

• 露光時間び長いほど、画面内のノイズは目立ちやすくなります。 

• 撮影棲はシャッターび開いていた時間分だけ、ノイズ軽減処理(長砂時ノイ 
ズリダクシ ヨン) び行われます。処理中は撮影でをません。 
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ファインダー ( OVF ) で撮る 

ファインダー （ OVF ) で撮影するか液晶モこター（ライプビュー)で 
撮影するかを切り換えられます。 


LIVE VI EW/OVF 切り換えスイッチ 
を rovF 」 にする。 

画面表示び政下のよラに切り換わる。 


ファインダー表示 液晶モニター表示 

ファインダーをのぞくと、フオーカスエ U アにある被写体に自動的に 
ピントび合う（アイスタート AF )。 

アイスタート AF を停止ずるには 

MENU ボタンーな 1 一[アイスタート AF] — [棚を選ぶ。 

• マグニファイヤー FDA - M 1 AM (別売)やアングルファインダー 
FDA - A 1 AM (別売)を取り付けるときは、ファインダーの下のアイ 
センサーび作動することびあるため、[アイスタート AF ] を[切]にし 
て使用することをおすすめします。 



M 

1/30 F3.5 

Al^ 

因 +0.0 AUTO 

□ 

[; I 团 E 

m 90%| FINE 1 1=1 ： I 100 



ファインダーに切り換える 


撮影ずる 
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ファインダーの見えかたを調整する(視度調整) 


フアインダー巧の画面表示がはつ 
きり見えるよラに、視力にをわせて 
視度調整ダイヤルを回す。 

• 遠視の場合は+方向へ、近視の場合は一 
方向へ回す。 

• 本機を明るいところに向けると、視度び 
合わせやす <なる。 



視度調整ダイヤルを回しにくいとさは 

アイカツプの下に指を入れ、上方向へ 
スライドさせる。 

• マグニファイヤー FDA - M 1 AM (別売） 
やアングルフアインダー FDA - A 1 AM 
(別売)を取り付けると到ま、図のように 
アイカップをはずして取り付けてくださ 
い。 
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液晶モこター表示(撮影情報画面) 


0> 

防 

m- 


n 1/125 巧 . 6 +2.0* 

A え 0 置 - 2,,11,2,, ぃ ,2 + 

ISO 

AUTO 

□ 1 Ea3 1 :: 

國 

FsTd：! A 7500 kG9 

rann 

画帥 % 1 FINE 1 口 1 

100 


• 詳細画面表示の場合の例です。初期設定では、拡大画面で表示されます。 

田 回 


表示 

意味 

mpasm 

固图国 
跑函画⑤ 

モードダイヤル (42) 

1/125 

シャッタースピード 
(55) 

F 5.6 

絞0値 (53) 

+2.0 

露出巧正値 (57) 

* 

AEn ック （76) 


表示 

意味 

□鸟 1 か 0 

LiiUC r™e 

s ； 禪 

Lo 

ドライブモード(引） 


フオーカスモード 
(68) 

r 1 • • • ■ ■ ■ 

フオーカスエリア 

(69) 

国画囚 

測光モード (82) 

rsTd：t 

1 Vivid I 

1 Port.[ 

「 Land .; 

1 Night す 

[Sunsett 

1 B/w| 

[Adobe ； 

ク IJ エイティブスタイ 
ル (88) 

AWB 米ん 
A み驚' iB 

も 750 OK 

G 9 

ホワイトバランス 
けー ト、プリセット、 

色温度、カラーフィル 
ター、カスタム） (84) 


D レンジオフティ7イ 
ヴー （88) 


表示 

意な 

化 TO ろ SLOW REAR WL 

ろ@受か SS 

フラッシュモード 

(74) /赤目軽減 (73) 

囚 

露出巧正 (78) 

囲 

調光補正 (80) 

-’ i . i . r ’ ii :* 

測光インジケーター 
(57 s 94) 

ISO AUTO 

ISO 感度 (83) 



撮 

影 

ず 

る 
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团 


表示 

意味 

< m \ 90% 

バッテ U —容量 （13) 

RAWRAW+J 
FINE STD 

画質(110) 

呂留展 

画像サイス (109) /H 
像縦横比り 10) 

100 

撮影可能枚数 (24) 


撮影 情報画面を切り換えるには 

DISP ボタンを押すと、拡大画面と詳細 
画面を切り換えることびでさます。 

本機を縦位置に構えると、画面び自動 
的に縦向きに変わります。 



DISP ボタン 


拡大画面 


n 

1/125 F 5.6 并 


因 +2.0 

AUTO 

□ 

1 

(333 

1 画叫％1 FINE 1 口; 

1 100 

t — 


詳細画面 


I 面 1/125 巧. 6+2.0 # I 

ふ眉-， 

ISO 

AUTO 

〇 I (33 I :: I 

国 

ITtTt |a 7500 kG9| 

num 

画 9 化 I FINE I 口 I 

100 


表71^なし 


ごま意 

• DISP ボタンを長押しすると、モニターの明るさ調整画面になります （1 18 
ページ）。 
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表示 

意な 

旧 

フラッシュ調光補正 
(80) 


フラッシュ充電 (72) 

WL 

ワイヤレスフラッシュ 

(75) 

H 

A イスピードシンク 

四 

マニュアルフォーカス 

(70) 

♦ ㈱ 〇 

フォーカス 

125 

シャッタースピード 
(55) 


田 


表示 

意昧 


フオーカスエ1」ア 

(69) 

□ 

スポットフオーカスエ 
1」ァ(目巧 

〇 

スポット測光サークル 
(82) 


縦横比16 : 弓 上下 枠 
(110) 


回 


表示 

意味 

5.6 

絞り値 (53) 

1 

-2. 小 .0"1 "2 ♦ 

測光インジケーター 
(57、 94) 

* 

AEn ック （7 目） 

2 

連続撮影残り枚数 
(91) 

(順 

手ブレ警告 (40) 

..ill 

手ブレインジケーター 
(41) 

阔 

縦横比1ら弓(110) 


* フラッシュ HVL-F56AM (別売）/ 
HVL-F36AM (別売)を使うと 
シャッタースピード全域でフラッ 
シュ撮影び可能な； V イスピードシ 
ンク□撮影びでをます。詳しくは、 
フラッシュの取扱説明書をご覧< 
ださい。 


田巧 TES ㈱ ，で弓弓.呂 -2 .小 ふ 小 か*£|%|||1闽 


ファインター表术 



撮影ずる 




回 
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ピント合わせの方法を選ぶ 

ピント含わせには、オートフオーカスを使ラ方法と手動で合わせる方 
法びあります。 


オー トフ オー カスを使ラ 


1 フオー カスモードスイッチを 
「 AF 」 にする。 



2シャッターボタンを半巧しして、 
ピントの状態を確認して撮影す 
る。 

• ピントび合ラと、フォーカス表示び ♦ 
またはみ》になる (67 ページ)。 

• ピントびあった場所に緑色の枠び表 
示される。 


センサー 



I フォー カスエリア 

ソオーカ A 表の 



• ピント合わせに使うエリアを選びたいときは、[フォーカスエリア] 
で設定する (69 ページ)。 
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フオーカス表示の意味 


フォー カス表示 

げ況 

♦点な 

ピントび合って固定されている。撮霖でさる。 

㈱ 点打 

ピントび合っている。被写体の動さに合わせてピント位置び 
変わる。撮影できる。 

0点む 

ピント合わせの途中で、シャッターび切れない。 

参点滅 

ピントび合わず、シャッターび切れない。 


ピントび合いにくい被写体： 

下記のような被写体では、 オー トフ ォー カスでピントび合いにくいこ 
とびあります。フ ォー カス□ック撮影 (68 ページ)またはマニュアル 
フ ォー カス撮影 (70 ページ）を行ってください。 

• 青空や白壁などコントラストのないもの 

• フォーカスエ U アの中に距離の異なるちのび混じっているとを 
• ビルの外観など、繰り返しパターンの連続するちの 
• 太陽のように明るいちのや、車のボディ、水面などきらきら輝いて 
いるもの 



I 




撮影距離を正確に測るには 

本磯上面のみマークびイ X —ジセ 
ンヴー>面の位置となります。本機か 
ら被写体までの距離を正確に測るには、 
この線の位置を参考にして<ださい。 

* イメージセンサー：デジタルカ;><ラで 
フィルムの役割を果たす部分 



ご注意 

• お使いのレンズの最短撮影距離よりち近いちのにはピントび合いません。 
撮りたいちのに近づをすぎていないか、確認してください。 
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被写体にピントを合わせ自由な構図で撮る（フォーカス 
□ック） 


1ピントを合わせたい被写体に 
フォー カスエ U アを合わせ、 
シャツターボタンを半巧しずる。 



2シャツターボタンを半押しした 
まま、撮りたい構図に戻ず。 



3シャツターボタンを巧し込んで撮霞ずる。 


被写体の動をに合ったピント合わせの方法を選ぶ 
(オートフォーカスモード） 

Fn ボタンー[才ートフオーカスモード]—希望の設定を選 
ぶ。 


田巧 （シングル 
AF ) 

シャッターボタンを半押ししてピントび合ラと、 
ピントはそこで固定される。 

皿 （ Al = 制御 自 
動切り換え） 

シャッターボタンを半押しすると、被写体げ静 
止しているときはピント位置を固定し、被写体 
び動いているとをはピントを合わせ続ける。 

(コンテイ 
ニユアス AF ) 

シャッターボタンを半押ししている間中、ピン 
卜を合わせ続ける。 

• ピントび合ったときの電子音は鳴らない。 
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• 動きのない被写体では、 EE (シングル AF ) を使う。 

• 動いている被写体にピントを合わせるときは、凸巧(コンティニユア 
ス AF ) を使ラ。 


ピン ト 合わせの位置を選ぶ（フ ォーカスエ U ア) 

撮影が況や好みに応じて、ピントを合 
わせやすいフォーカスエリアを選びま 
す。ピントび合ったエリアに緑色の枠 
か'表示されます。 

• ファインダーモード時は、ピントを 
わせに使われたェ U アび一瞬点灯す 
る。 


Fn ボタンー[フオーカスエリア]一希望の項目を選ぶ。 


: X ワイド） 

フォーカスエリア内の9個のエリアのラち、どこ 
をピント含わせに使ラかを自動的に決定する。 
十字キー中央の AF ボタンを押したままにすると、 
スポットフォーカスエリアでピント合わせびで 
をる。 

;甲；（中央に固 
定） 

常にスポットフォーカスエリアでピントを合わ 
せる。 

ミミミ （□-カル） 

撮影時に9個のフォーカスエ U アからピントを 
をわせるエ U アを十字キーで選ぶ。スポット 
フォーカスエリアを選ぶには、十字キー中央の 
スポット AF ボタンを押す。 


ごま意 

• 連続撮影時やシャッターボタンを一気に押し込んだと去などには、エリア 
び点灯しないことびあります。 



■撮影機能を使ラ 
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• ピントび合ったときに表おされる緑色の枠は、使用したエ u アを示します。 
エリアの領域サイズを示すちのではありません。フオーカスエ U アと枠び 
ずれることびあります。故障ではありません。 


手動でピントを合わせる（マこュアルフ オー カス） 

オートフオーカスび効きにくいとをは、手動でピントを合わせると便 
利です。 


1フオーカスモードスイッチを 
「 MF 」 にする。 



2レンズのフオーカスリングを左 
ちに回して、被写体が最ちはつき 
り見えるよラにする。 



ごま意 

• オートフォーカスでピントび合ラよラな被写体の場合は、ピントび合ラと 
フォーカス表示♦び点なします。ワイドフォーカスエ IJ ア時は中央のエリ 
アび、□ーカルフォーカスエ U ア時は十字キーで選んだエ U アび使巧され 
ます。 

• 電源を入れ直すたびに、ピント距離は無限遠 ( W ) に U セットされます。 

• テレコンバーター使巧時などは、フォーカス U ングの回較び重くなる場合 
びあ0ます。 

• ファインダー使用時は、視度調整び正しくないと、正確なピントび得られま 
せん (62 ページ)。 

• 撮青ミモードび 「 AUTO 」 またはシーンセレクションのとをは、電源を入れ直し 
たり、撮影モードを変更すると、フォーカスモードスイッチの設定に関わら 
ず AF (オートフオーカス）に切り換わります。 
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ワンプッシュでズームずる 

スマートテレコンバーター（デジタルズーム）を使って画像の中央部 
分を拡大表示し、記録でをます。 


1 LIVEVIEW / OVF 切り換えスイッ 
チを 「LIVE VIEW 」 にする。 


2:□:ボタンを巧す。 

• ズーム倍率は、こ□こボタンを押すたびに、 
オフー-約1 .4 倍一-約2倍に切り換わ 
る。 


ズーム倍率によって、画像サイズび1;(下の値に自動設定される。 


ズーム 倍率 

画像サイズ 

約 1.4 倍 

M * 

約2倍 

S * 


* 通常時に選択でをる画像サイズと異なります。 

M : 3264 X 21 76ピクセル ( DSLR - A 350)/ 

2768 X 1 840ピクセル ( DSLR - A 30 0) 

S : 241 6 X 1 600ピクセル ( DSLR - A 350)/ 

2032 X 1360ピクセル ( DSLR - A 30 0) 

ご注意 

• LIVEVIEW / OVF 切り換えスイッチび rOVF 」 のときは、スマートテレコン 
J くーターび無効になります。 

• スマートテレコンバーター中は[フオーカスエ U ア]び i 与 i (中央に固定)に 
なります ( AF 時)。 

• スマートテレコンバーター中は閒 Ij 光モー円び国（を分割測光)になります。 
• 陋割を [ RAW ] 、 [ RAW + JPEG ] にしているときは、スマートテレコンバー 
ターび無効になります。 



■撮影機能を使ラ 
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フラッシュを使う 


暗い場所での撮影では、フラッシュを使ラと被写体を明るく写せ、手 
ブレを抑えるのにも役立ちます。また逆光などで被写体び暗くなる 
場合も、フラッシュにより、明るく写せます。 

14ボタンを巧す。 

フラッシュ発光部び上びる。 

• AUTO やシーンセレクションでは、光 
量不足または逆光と判断したとを、自 
動的にフラッシュ発光部び上びる。 

そボタンを巧しても、内蔵フラッシュ 
は上びらない。 

2フラッシュの充電が完了したら、 

撮影ずる。 

4点滅：フラッシュ充電中。点滅してい 

るときは、シャッターは切れない。 

ろ点な：フラッシュの充電び完了。フラッ 

シュ撮影びでさる。 

• 暗所での撮影など、オートフオーカス 
でピントび合いにくい状況でシャッ 
ターボタンを半押しすると、フラッ 
シュび発光する ( AF 補助光)。 



• フラッシュ光をレンズやレンズフードでさえざり、画像に影び写ら 
ないよラに、レンズフードを取りはずす。 

• 被写体か 6] m 政上離れて撮影する。 

ごま意 

• フラッシュ発光部をつかんで本機を持たないでください。 

• フラッシュ発光部び上びりきらない状態で、本機を使わないでください。 

• 使用レンズにより、画像に影び写らない撮影条件は異なります。 
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そ（フラッシュ充電)表示 


そボタン 





フラッシュ光の届く距離 

内蔵フラッシュは、 ISO 感度と絞り値によってフラッシュ光び届く範 
囲び変わります。政下の表を目まにしてください。 


絞り値 

ISO 感度 

ISO AUTO 

ISO 100 

ISO 200 

ISO 400 

ISO 800 

ISO 1600 

ISO 3200 

F2.8 

1.4 〜 8.6 m 

1〜43 m 

1 〜 6 m 

1.4 〜 8.6 m 

2 〜 12 m 

Z8 〜 17m 

4 〜 24 m 

F4 

1〜 6 m 

卜 3 m 

卜 4.3 m 

1 〜 6 m 

1.4 〜 8.6 m 

2 〜 12 m 

2.8 〜 17m 

F5.6 

1 〜 4.3 m 

1-2.1 m 

1 〜 3 m 

1 〜 4.3 m 

1 〜 6 m 

1.4 〜 8.6 m 

2 〜 12 m 


AF 補助光について 

• [オートフオーカスモー円び田巧(コンテイニュアス AF ) のとを、 


QS 0 

表示@ 


( AF 制御自動切り換え)で被写体が動いているとき口才ーカス 
嫉または(〇)び点灯しているとを)は、 AF 補助光は発光しま 


せん。 


• レンズの焦点距離び300 mmLU 上のとをは、 AF 補助光は発光しな 
いことびあります。 

• フラッシュ（別売)を取り付けているとをは、フラッシュの AF 補助 
光び発光します。 
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AF 補助光の発光を停止ずるには 

MENU ボタン ー 02 一 [AF 補助光]一脚]を選ぶ。 


赤目軽減機能を使うには 

フラッシュ撮影時、撮影の直前にプ U 発光(光量を抑えたフラッシュ) 
び何回か発光して目びホ<写るのを抑制します。 

MENU ボタンーウ1一疏目軽減発光]-^ [入]を選ぶ。 


ごま意 

• 赤目軽減発光は内蔵フラッシュでのみ可能です。 
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フラッシュ モードを 選ぶ 


Fn ボタンー[フラッシュモード]一希望の設定を選ぶ。 


⑤ （強制発光禁 
止） 

内蔵フラッシュを上げていてち発光しない。 

モードダイヤルび rp 」、「 A 」、 rs 」、 「 M 」 のとをは選 
ベません。 

^^〇(自動発光） 

光量不足/逆光と判断したとを発光する。モード 
ダイヤルび rp 」、「 A 」、 巧」、 「 M 」 のとをは選べませ 
Aj 。 

そ （強制発光） 

内蔵フラッシュを上げていればぶ、ず発光する。 

L (ス□-シン 
クの 

内蔵フラッシュを上げていれば、発光する。ス 
□ーシンク□でシャッタースピードを遅くして 
撮ると、被写体だけでなく、背景も明るく撮れる。 

1 . (後幕シンク 
□) 

内蔵フラッシュを上げていれば、露光び終わる 
直前のタイミングで発光する。 

え （ワイヤレス） 

外部フラッシュ（別売)を本機から取りはずし 
て離して撮影する（ワイヤレスフラッシュ撮影)。 



• 屋内での撮影や夜景撮影時、ス□ーシンク□を使ラと、人物と背景 
び明る < 撮れる。 

• 後幕シンク□を使って、走っている自転車や歩いている人など、動 
いている被写体を撮ると、動きの軌跡び自然な感じに撮れる。 
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ワイヤレスフラッシュを使う 


別売りの外部ワイヤレスフラッシュを使ラと、本機から外部フラッ 
シュを取りはずした状態で、コードを使わずにフラッシュ撮影びでさ 
ます。フラッシュの位置を工夫すると、被写体に陰影びつさ、立体感 
がでます。 

撮影の手順は、フラッシュの取扱説明書をご覧ください。 

Fn ボタンー[フラッシュモード]一 え （ワイヤレス）を 選ぶ。 

• テスト発光するには、内蔵フラッシュを上げて、本機の AEL ボタンを 
押す。 


ご注意 

• ワイヤレスフラッシュ撮診後は、ワイヤレスフラッシュを解除しておいて 
ください。ワイヤレスフラッシュ設定のまま内蔵フラッシュで撮影すると、 
適正露出を得6れません。 

• ワイヤレスフラッシュ撮診している別のカメラの信号光を、本機び受信し 
てフラッシュび発光してしまラ場合は、フラッシュのチヤンネルを変更し 
てください。チヤンネルの変更について詳しくは、フラッシュの取扱説明 
書をご覧 < ださい。 
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AEL ボタンの設定について 

ワイヤレスフラッシュご使巧の際には、なカスタムメニューの [ AEL ボタン] 
(116 ページ)を、[押す間 AEL ] に設定しておくことをおすすめします。 
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if の明るさを謹する傭た、調巧、測 


明るさを固定して撮る ( AE □ック) 


逆光や窓際などでの撮影で、背景と被写体に大をな明暗の差びある場 
合は、周囲の明るさの影響で、被写体にとって適正な露出にならない 
ことびあります。このよラな場合は、被写体び適正な明るさになる圏 
所で測光し、露出を固定して撮影します。被写体の明るさを抑えたい 
ときは被写体よりも明るい菌所で測光し、被写体をより明るくしたい 
とさは被写体よりわ暗い箇所で測光し、画面全体の麗出を固定します。 
ここでは、測光モードを回(スポット測光）にして被写体をより明るく 
撮る例で説明します。 


露出を合わせる箇所 



1 Fn ボタンー[測光モード]一曰（スポット測光)を選ぶ。 


2露出を合わせる箇所に、ピントを合わせる。 

ピントび合うと、露出び設定される。 
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AEL ボタンを巧して、露出を固定 
ずる。 

* ( AE □ックマーク)び点なする。 



AEL ボタン 




4 AEL ボタンを巧したまま、撮霞したい被写体にピントを合わ 
せ、撮影する。 

• 露出値を一定に保ったまま連続で撮影するときは、撮診後ち AEL ボタン 
を押したままにする。指を離すと露出固定は解除される。 


画面内の露出の巧態を確認ずるには 

AEL ボタンを押したまま、スポット測 
光サークルを被写体と明暗差びある箇 
所に向けると、固定した露出(基準 
「0」）として、スポット測光サークル内 
の箇所との露出差げ測光インジケー 
ターに表示されます。 

+側になるほど明るく写り、一側にな 
るほど暗く写ります。 

明るすざる場含や、暗すぎて適正な露 
出び得6れない場合は、インジケー 
夕一の端に ◄または ►び点灯、 または点 
ミ威します。 


スポット測光 サークル 





:2+关 


■撮影機能を使ラ 
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画像全体の明るさを補正する(露出補正) 


撮影モード nvuLu 外では、露出び自動的に設定されます（自動露出)。 
自動露出で設定された露出値を基準に、好みに応じて露出を+側また 
は一側に調整することを露出補正といいます。+側に補正すると、画 
像全体を明るく、一側に補正すると、画像全体を暗くでをます。 


一 側に補正 基準の露出 +側に補正 



1因ボタンを巧す。 

• ファインダーモード時は露出補正画 
面び表おされる。 


因 ボタン 



2コント□ールダイヤルで希望の 
補正値を選ぶ。 

+ ( オーバー)側：画像び明る < なる。 
一（アンダー)側：画像び暗くなる。 



基準露出 


3ピントををねせて撮影する。 



• 補正値は、撮影した画像を見て調整する。 

• ブラケット撮影機能を使ラと、露出値を前後にずらした複数枚の画 
像げ撮影でをる (93 ページ)。 
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ヒストグラムを使って画面を確認しなが5撮影ずる 


ヒストクラムとは輝度分布のことで、どの 
明るさの画素びどれだけ存在するかを表し 
ます。ヒストグラムは、 DISP ボタンを押 
して表示します(34、弓6ページ)。 


露出補正をかけると、ヒストグラムちそれ 
に応じて変化します。ちはその輝度ヒスト 
グラムの一例です。 

+側にすると画面全体び明るくなるので、 
ヒストグラムび全体に明るい方(右側）にず 
れます。一側にすると逆にずれます。 

ヒストグラムの左ち両端のデータは、白と 
び/黒つぶれした部分びあることを表して 
います。このよラな部分は、撮影後、画像を 
パソコンで補正しても再現することはでを 
ません。必要に応じて露出補正をしてから 
撮影してください。 


ご注意 

• ライブビュー時に表示しているヒストグラムは、撮影結果ではなく、ビュー 
画像のヒストグラムになります。絞り値などにより結果び異なります。 

• 撮影時と再生時のヒストグラムは、下記のとき大きく異なります。 

-フラッシュ発光したとを 
-夜景などのほ輝度な被写体のとを 


撮影機能を使ラ 



画素数 
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フラッシュ発光量を調整する(調光補正) 


フラッシュ撮影時は、露出補正とは別に、フラッシュの発光量を調整 
することで、フラッシュ光び届 < 主被写体だけの露出を変更でをます。 

1\/^1\111ボタン^〇1 [調 光補正]-^希望の数値を 選ぶ。 

• +側：発光量を増やす。 

一側：発光量を減6す。 

ごま意 

• 調光補正び行われている場合、内蔵フラッシュを上げると液晶モニター/ 
ファインダーに£0び点なします。設定を変更したあとは、解除忘れにご 
注意ください。 

• 被写体びフラッシュ光の最大到達距離(調光距離)付近にあるとをは、オー 
バー側 （+ 側)の効果び出ないことびあります。また、近接撮影ではアンダー 
側（一側)の効果び出ないことびあります。 

露出補正と調光補正の違い 

露出補正では、シャッタースピード-絞り値-に0感度 ( AUTO の場合)び変化 
することによって補正び行われます。フラッシュび発光する場合は、フラッ 
シュの発光量ち同時に変化します。 

一方、調光補正では、フラッシュの発光量のみび変化します。 
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フラッシュ発光量を決める方法を選ぶ(調光モード) 


MENU ボタンー ► 〇1[調光モード]-^希望の設定を選 
ぶ。 


ADI 調光 

フォーカスの距離情報とプ U 発光による光量測 
定結果を組み合わせてフラッシュ発光量制御を 
行ラち式。被写体の反射率にほとんど影響され 
ない正確な調光びでさる。 

PJTL 調光 

プリ発光による光量測定結果だけでフラッシュ 
発光量制御を行ラち式。被写体の反射による影 
響を受け令すい。 


ADI : Advanced Distance Integration の略 影 

P-TTL : Pre - flash,Through the lens の略 變 

• [ ADI 調光]で、距離エンコーダー搭載レンズを用いると、より正確な^ 

距離情報をちとに、高精度な調光びでさる。 f 

ご 

ごま意 

• 被写体とフラッシュ間の距離び定まらない場合(外部フラッシュ（別売)で 
ワイヤレスフラッシュ撮影-ケープルを使ったオフカメラ撮影などを巧う 
場合や、マク□ツインフラッシュ使巧時など)は、自動的に P - TTL 調光になり 
ます。 

• 切下の場合は [ ADI 調光]だと正しい調光び得られませんので、 [ P - TTL 調光] 

に設定してください。 

-フラッシュ HVL - F 36 AM にワイドパネルを取り付けた場合 
-ディフューヴー（拡散板)を使ってフラッシュ撮影した場合 
-露出倍数のかかるフィルター （ ND など)使用時 
-ク□ーズアップレンズ使巧時 

• ADI 調光は距離エンコーダー内蔵レンズとの組み合わせで可能です。距離 
エンコーダー巧蔵かどラかは、レンズの取扱説明書の主な仕様をご覧くだ 
さい。 
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明るさを測る方法を選ぶ(測光モード) 


Fn ボタンー[測光モード]- ► 希望の設定を選ぶ。 


画该分割測 

複数に分割した画面をるエ U アごとに測光し、 

光） 

画面全体の最適な露出をミ央定する。 

回（中央重点平 

画面の中央部に重点をおさなびら、全体の明る 

域則光） 

さを平均的に測光する。 

曰（スポット測 

中央部のスポット測光サークル内のみで測光を 

光） 

斤ラ。 



• 一般的な撮影では、国（多分割測光)を使ラ。 

• フオーカスエリア内に明暗の差び大をい被写体びある場合は、適正 
な明るさで写したい被写体をスポット測光で露出を測って、 AE □ッ 
ク撮影をする (76 ページ)。 
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ISO 感度を設定する 


光に对する感度は、 ISO 感度(推奨露光指数)で表します。数値び大を 
いほど高感度になります。 


1 ISO ボタンを巧して、 ISO 感度画 
面を表示する。 


ISO ボタン 



2十字キーの ▲/ ▼で希望の数値を選ぶ。 

• ISO 感度び高くなるほど、ノイズび増える。 


ご注意 

• に0感度 「 AUTO 」 のときは、し义ドの値に自費]設定される。 


撮影 モード 

ISO 感度 

AUTO 、 シーンセレクション 

モードにより設定される範囲び異なる 

P ' A、S 

100〜40日 
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• 撮影モード 「 M 」 には、 ISO 感度 「 AUTO 」 の設定びありません。 「 AUTO 」 の状 
態で撮影モードを 「 M 」 に切り換えると、「1日日」に切り換わります。撮影状況 
にあわせて、設定し直してください。 
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ち合いを調舊する(ホワイトパランス) 


被写体の色合いは、被写体を照5している光の特性によって異なりま 
す。太陽光のもとで白く見えるものを基準にすると、下図のよラに色 
合いび変化します。 


天候や照明 

晴れ 

睾 

量0 

0 

堂光灯 

i \ It 

電球 

曾 

光の特性 

白 

青みびかる 

緑びかる 

ホみびかる 


見た目どおりに色合いを調整する機能を、ホワイトバランスといいま 
す。画像の色合いび思ったとおりにならなかったとをや、意図して色 
合いを変化させて雰囲気を表現したいときに使います。 

ごま意 

• 水銀なやナト IJ ウムランプのみび光源の場合、光の特性上、正確なホワイト 
バランスび得られないため、フラッシュを発光して撮影して < ださい。 
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光源を選んで調整する 

けート/プ U セツトホワイトバランス) 


Fn ボタン ー ► [ホワイトバランス]- ► 希望の設定を選ぶ。 

• [ AWB ]1；( 外を選んだときは、必要に応じて、十字キーの ◄/ ►で色含 
いを微調整できる。+側にするほどホみび強く、一側にするほど青 
みび強くなる。 


AWB (才ート 
ホワイトバラン 
ス） 

光源げ自動判別され、適した色合いになる。 

ホ(太陽光） 

被写体を照6している光源を選ぶと、選んだ光 
源に適した色合いになる（プリセツトホワイト 
バランス）。 

ん(日陰） 

A (量 方 

み (白熱灯） 

競 (壁光灯） 

嫂 (フラッシュ） 



• 還んだ設定では、思ったような色び出ないときは、ホワイトバラン 
スブラケット撮影を行う （95 ページ)。 

• [5500 K ] (色温度)または、 [00] (カラーフィルター)などを選ぶと、 
希望の数値に設定でさる (86 ページ)。 

• (カスタム）を選ぶと、設定したホワイトバランスを登録できる 
(86 ページ)。 
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色温度とフイルター効果を設定する 
(色温度/カラーフィルター） 


Fn ボタンー[ホワイトバランス] 一 [5500 K ] (色温度)、また 
は [00]( カラーフィルター)を選ぶ。 

• 色温度を設定するには、 ◄/ ►で数値を選ぶ。 

• カラーフィルターを設定するには、 ◄/ ►で補正する方向を選ぶ。 

ごま意 

• カラーメーターは、フィルムカ ラ用のため、壁光な/ナト U ウム灯/氷銀な 
の光源下では、異なった値になります。カスタムホワイトバランスの使用 
または、試し撮りをおすすめします。 


5500が 
(色温度） 

ホワイトバランスを色温度で設定する。 

数値び高いほどホみび強 <、低いほど青みび強くな 
る。 

00*2 

(カラーフイル 
夕一) 

写真用の CC (色補正フィルター)と同様の効果び得 
5れる。 

設定した色温度を基準に G ( Green ) ち向、または、 

M ( Magenta ) ち向に色を補正でをる。 


*1 数値は、現在設定されている色温度 
が数値は、現在設定されているカラーフィルター 


色合いを登録する（カスタムホワイトバランス） 

複数の種類の光源で照明されている場合などで、より正確に白さを表 
現したいときは、カスタムホワイトバランスの使用をおすすめします。 

1 Fn ボタンー[ホワイトバランス] 一を選ぶ。 

2十字キーの ◄/ ►で [ tAdSET ] を選ぶ。 
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3 白く写したいちのがスポット測光サークルを覆ラよラにカメ 
ラを構えてシャッターボタンを深く巧し込む。 

シャッター音びして、取り込んだ値(色温度とカラーフィルター)び表示さ 
れる。 


4 十字キーの中央を巧す。 

登録したカスタムホワイトバランス値び設定された状態で、撮影情報画面 
に戻る。 

• この操作で登録したカスタムホワイトバランス値は、次に別の値び登録 
されるまで保持される。 


ご注意 



• 「カスタム WB 設定エラー」といラ ><ッセージび表示されたとをは、値び想定撮 
がであることを表します(近距離でフラッシュを発光させた場合や、鮮やか g 
な色の被写体に向けた場合など)。値は登録され、液晶モニターの撮影情報1 
画面の表示び黄色になります。撮影はでをますび、設定し直すことを を 
おすすめします。 犀 

ご 


登録したカスタムホワイトバランスを呼び出ずには 


Fn ボタンー[ホワイトバランス] 一 tAi (カスタム)を選ぶ。 


ごま意 

• シャッターボタンを巧すとさにフラッシュを発光させると、フラッシュ光 
でカスタムホワイトバランスび登録されます。呼び出したあとの撮影でち 
フラッシュを発光させて撮影して<ださい。 
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画像処理を設定ずる 

明るさを自動補正する （ D レンジオプテイマイヴー) 


Fn ボタンー^ [ D レンジオプティマイザー]-^希望の設定を選 
ぶ。 


巧(切） 

補正しない。 

03(スタンダー 
ド） 

逆光など、被写体と背景に明暗の差びあると、全 
体的に明暗の差を補正し、適切な明るさとコン 
トラストの画像にする。 

厕（ァドバン 
ス） 

被写体や背景の明暗の差を細かな領域に分けて 
分析し、最適な明るさと階調の画像にする。 


• RAW ファイルには田面（アドバンス)の D レンジオプティマイヴー 
効果は反映されません 。 「Image Data〔onverter SR 」 の D レンジオ 
プテイマイヴー機能を使つて補正してください。 


お好みの画像仕上がりを選ぶ(ク U エイティブスタイル) 


MENU ボタン ー〇1一[クリエイティブスタイル]一希望の 
設定を選ぶ。 

さらに(コントラスト)、@殿度)、圧](シャープネス)を調整した 
いときは、 ◄/ ►で希望の項目を選び、 ▲/ ▼で値を選ぶ。 


臣豆づ （スタン 
ダード） 

さまざまなシーンを豊かな階調と美しい色彩で 
表現する。 

rwidt (ビビ ッ 
ド） 

彩度-コントラストび高めになり、巧、新緑、青空、 
海など色彩豊かなシーンをより印象的に表現す 
る。 
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匹五 + (ポ ート 
レー ト） 

肌をより柔6かに再現する。人物の撮影に適し 
ている。 

rr^.t (風景） 

彩度、コントラスト、シャープネスびより高くな 
り、鮮やかでメ U 八リのある風景に再現する。遠 
くの風景もよりくつきりする。 

rNiihtt (夜景） 

コントラストびやや借くなり、見た目の印象に 
よ D 近い夜景に再現する。 

(夕景） 

夕焼けのホさを美し < 表現する。 

reTWt (白黒） 

白黒のモノ 1-ーンで表現する。 

[ Ad^et (Adobe 
RGB ) 

Adobe RGB 色空間になる。 



影 


3 (コントラスト）、@ (彩度)、 田 (シャープネス）は、ク U エイティ 能 
ブスタイルごとに調整でをます。 % 


3 (コントラス 
卜） 

画像の明暗差(階調)。強い描写にしたいとをは 
数値を大きく、やわらかい描写にしたいとをは 
数値をルさ < する。 

感 (お鼠 

色の辭やかさ。色を濃<鮮令かにしたいとをは 
数値を大きく、落ち着いた色にしたいときは、/ J 、 

さ < する。 

の （ シャープネ 
ス） 

輪郭の強調度合い。硬い描写にしたいとをは数 
値を大きく、やわらかい描写にしたいときは数 
値をルさくする。 


Adobe RGB について 

デジタルカメラの標準となっている sRGB 色空間に巧し 、 Adobe RGB 色空間 
はよりにい色再現範囲を持っています。プ U ントを主目的とする撮影、特に 
鮮やかな緑色や赤色の多い被写体をプ U ントする場合に効果びあります。 

• 撮影した画像のフアイル名は、" DSC で始まります。 
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ごま意 

• シーンセレクション選択時はクリエイテイプスタイルは設定でをません。 

• 画材（白黒)を選おしているとをは、彩度の調藝はできません。 

• 區亟 f (Adobe RGB ) は、カラーマネジメントおよび〇び2.0オプション色空 
間に対応したアプ U ケーションソフト、プ U ンター巧です。非対応のソフト、 
プリンターでは、正しい色での表示、印刷びで去ないことびあります。 

• 画亟 f (Adobe RGB ) で撮影した画働ま、本機および Adobe RGB 非対応機 
器で表示すると、低彩度となります。 
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&/ a ドライブモードを選ぶ 

本機には、1枚撮影、連写など、5種類のドライブモードげあります。 
撮影の目的に合わせて使用してください。 

] 枚撮影する 

通辑の撮影方法です。 

公/国 ボタン ー □(] 枚撮影)を選ぶ。 


連続して撮る B 

、口- 

下記# の速度で連続 して撮影します。 i 



DSLR - A 350 

DSLR - A 300 

ライブビューモード時 

毎砂最高約2枚 

毎秒最高約2枚 

ファインダーモード時 

毎砂最高約 2.5 枚 

毎秒最高約3枚 


* 弊社測定条件による。撮影条件によっては連続撮影の速度び遅<なります。 


1 &/ a ボタンー写！!(連続撮影)を選ぶ。 


2ピントを合わせて撮影する。 

• シャッターボタンを深く押し込んでいる間、撮影び続く。 

• ファインダー内に連続して撮影できる最大枚数び表示される。 


最大連続撮影枚数 

連続撮影の枚数には上限びあ D ます。 


ファイン/スタンダード* 

制限なし（カード容量まで） 

RAW+JPEG 

3枚 

RAW 

4枚 ( DSLR - A 巧 0) /6枚の SLR - A 300) 


* 画像サイズによっては、4枚目政降は連続撮影の速度び若干遅くなります。 
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セルフタイマーで撮る 


1日秒セルフタイマーは撮影者ち一緒に写真に入るとさに、2砂セルフ 
タイマーは、撮影の際のカメラブレを和5げるのに便利です。 


1 公/鸟1 ボタンーの（セルフタイマー）一 ► 希望の秒数を 選ぶ。 

•さ） の横の数値は、現在設定されているセルフタイマーの秒数。 


2ピントを合わせてシャッターボタンを巧し込む。 

• セルフタイマー作動中は、電子音とセルフタイマーランプで動作状況を 
知らせる。撮影直前になると、セルフタイマーランプの点滅と電モ音び 
早くなる。 


セルフタイマーを中止ずるには 

セルフタイマーを中止するには、公/百!!ボタンを押す。 

ごま意 

• ファインダーで撮影の隙には、アイピースカバーを付けてください (23 ペー 
ジ)。 
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露出をずらして撮る（ブラケット撮影) 



基準となる露出 一に補正 +に補正 


露出を段階的にずらして撮影することをブラケット撮影といいます。 

本臟は、オートブラケット機能を搭載しており、基準の麗出に巧して、 

上下にずらす値の幅(段数)を指定すると、自動的に露出値をずらして 
撮影します。撮影後に、好みの明るさの画像を選べるので便利です 。 g 

_ あ日 

1&/国ボタンー►希望のブラケットー►希望の段数を選ぶ。 影 

機 

-能 

2ピントををわせて撮影する。 I 

基準の露出は、1枚目で設定される。 5 


皿 3 C * 

(連続ブラケッ 
卜） 

選んだ段数の幅をず 5 して、合計 3 枚の画像を撮 
影する。 

撮影げ終わるまで、シャッターボタンを押し続 
ける。 

四 as * 

(1 枚ブラケッ 
卜） 

選んだ段数の幅をず 6 して、合計 3 枚の画像を撮 
影する。 

] 枚ずつシャッターボタンを押して撮影する。 


* 四 3 C / I 13 S と一緒に表示される _ EV は、現在の設定段数。 
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ごま意 

• モードダイヤルび 「 M 」 のとをは、シャッタースピードを変化させて、露出値 
をずらします。絞り値を変化させて、露出値をずらしたいとをは、 AEL ボタ 
ンを押したままにしてください。 

• 露出値を補正しているとをは、補正している露出を基準に、露出をずらして 
撮影されます。 

• 撮影モード 「 AUTO 」 またはシーンセレクションを選んでいるときは、ブラ 
ケット撮影はできません。 

プラケット撮影時の測光インジケーター 



定常光ブラケット 
段数 0.3 段 3 枚 
露出巧正 ±0.0 段 

フラッシユプラケット 
段数 0.7 段 3 枚 
調光補正一 1.0 段 

液晶モニター（ライブ 
ビューモード時） 

UHUI 

■UiUI 

液晶モニター（ファイ 
ンダーモード時） 

囚ふ， 1 , 万, 1 ,… 

田 T 

S -21 11 1 |〇| 111 12 + 

囲 A A A 

(上段に表示） 

(下段に表示） 

ファインダー 

I -2 .小ぶ小. 2+ I 

1 -2"1'，0"1"2+ 1 


• 定常光*ブラケットの測光インジケーターは、液晶モニター/ファイ 
ンダー内にも表示されます。フラッシュブラケットは表示されませ 
ん。 

• ブラケット撮影を開始すると、撮影済みの指標び順に消えて行をま 
す。 

• ファインダーモード時は、「1枚ブラケット」の場合、シャッターボタ 
ンを半押ししたあとに指を離すと、定常光ブラケットの場合は rbr 
1」、フラッシュブラケットの場含は fbM 」 の表示び現れます。撮 
影を開始すると、 rbr 2」「か3」などとなの撮影び何枚目かび表示さ 
れます。 

* 定常光：自然光传電球-堂光打など、フラッシュ光!;(外の総称。フ 
ラッシュ光げ一瞬だけ光るのに巧し、常に一定して存在する光なの 
でこラ呼ばれる。 
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ホワイトバランスをずらして撮る（ホワイトバランスブラ 
ケット撮影） 

選択されているホワイトバランス-色温度/カラーフイルターの値を 
基準に、計3枚の画像を記録します。 


1 の /画 ボタンー皿 awB (ホワイトバランスブラケツト）一希 
望の設定を選ぶ。 


2ピントををねせて撮影する。 


皿 3 WB *1 

ホワイトバランスをずらして、合計3枚の画像を 

(ホワイトバラ 

撮影する。 

ンスブラケッ 

Lo のときは10ミレッド*2、 Hi のときは20ミレッ 

卜） 

ドの幅びずれる。 ] 回の撮影で、3枚の画像び記 


歸される。 


*1 旺 I 3 WB と一緒に表おされる値は、現在の設定値。 

レッド：色温度蜜換フィルターの色温度変換能力を示すために用いられ 
る単位。 


■撮影機能を使ラ 
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再生する 


最後に撮影された画像びあ晶モニターに表示されます。 


1 因 ボタンを巧ず。 



E ボタン 


2十字キーの ◄/ ►で画像を選ぶ。 


撮影モードに戻るには 

もう一度 田 ボタンを押します。 


撮影情報表示を切り換えるには 

DISP ボタンを押します。 

DISP ボタンを押すたびに、下記のよラに画面表示び切 D 換わります。 


最大5枚の前後の 
画像び表示される 



100-0003 FINE C- 

! fl 目 

P …，尊 

2 的 8 11 10;37l«b<~ SW 

I 阳 1 1。0 RO 。〇 ‘00|| 

1 因- 0J 囚 -M 曰 3S— |1 i 

IrTTTt saxiKiin m 11^^ 
20081110:37pm 5/7 


撮影情報あ0 ヒストグラム表示 



撮影情報あ0 撮影情報なし 



ごま意 

• DISP ボタンは、拡大再生したとをなど、他の再生モードのと去ち撮影情報の 
有無を切り換えます。 

縦位置で撮影した画像の再生方法を選ぶには 

MENU ボタン — B 2 —[縱記録画像の再生]-^希望の設定 
を選ぶ。 
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ご注意 

• テレビやパソコンで再生する場合は、[横向去]にしていてち縦向をになり 



た去ボタン 


2十字キーの中央を巧す。 

画像び左へ回転ずる。さらに回転させたいときは、手順2を繰り返す。 

• 回輯した画傲ま、本機の電源を切ったあとも、回転された状態のままイ呆持 
される。 


通常 再生画面に 戻る には 

田ボタンを押します。 

ごま意 

• パソコンに取り込んだ画像は、 CD - ROM 咐顧内の 「Picture Motion 
Browser 」 では、正しく回転された状態で表示されます。使巧するソフト 
ウェアによっては回輯していない状態で表示されることびあります。 


拡大する 

画像再生中に、画像の一部を拡大でさます。写真のピントの具含を確 
認したいとをなどに使います。 


■重機能を使ラ 
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1 J 広大したい画像を表示して、@ボ 
タンを巧す。 



@ボタン 


2あボタン、 Q ボタンで希望の大き 
さに}広大する。 

• 十字キーの ▲/▼/◄/ ►を押すと、拡大 
する場所び変わる。 

• コント□ールダイヤルを回すと、同じ 
拡大倍率のまま、前後の画像に切り換 
えられる。同じ構図で複数枚撮った 
とを、ピントの合い具合を比較でをる。 

• 十字キーの中央を巧すたびに、拡大再 
生画面と全体表示画面び交互に表お 
される。 



Q ボタン 


拡大再生を終了するには 

田ボタンを押すと、拡大前の画像に戻ります。 


あ5かじめ場所を選んで部分} 広大するには 

あらかじめ画像の一部を選択し、選択した部分のみを拡大でをます。 


1 J 広大したい画像を表示して、 S ボ 
タンを巧す。 



@ボタン 


2十字キーの中央を巧す。 

ホ枠び表示される。 
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一覧表画面にする 


画像サイズ 

拡大倍率節囲 

DSLR - A 350 

DSLR - A 300 

L 

約 1.1 〜14倍 

約 1.1 〜じ倍 

M 

約 1.1 〜11倍 

約 1.1 〜 9.1 倍 

S 

約 1.1 〜 7.2 倍 

約1 .1 〜 6.1 倍 


1 U ボタンを巧す。 

インデックス画面に切り換わる。 


DISP ボタンを繰り返し巧して、 
希望の表示枚数画面を選ぶ。 

• 弓画面 一* ■ 25画面 一 ► 4画面の順に切 
り換わる。 


因ボタン 



DISP ボタン 


3 十字キーの ▲/▼/◄/ ►で、}広大したい位置の中央へホ枠を移動 
する。 


4巧 ボタン、9ボタンで、ホ枠の大きさを}広大したい節囲にす 
る。 


5 十字キーの中央を巧す。 

赤粋の部分び拡大表示される。 

• もラー度、中央を巧すと、元の画面に戻る。 

• 部分拡大を終了するには、困ボタンを押す。 


拡大倍率節囲 

拡大倍率範囲は下記の通 D です。 


再生機能を使う 
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1 枚再生画面表示に戻るには 

表示したい画像を選んでいる状態で、0ボタン、または十宇キーの中 
央を押します。 

フオルダを選ぶには 


1 十字 キーの ◄/ ►でフオルダ バー 
を選び、中央を巧す。 


フオルダ八’一 


2 ▲/ ▼で希望のフオルダを選び、中央を巧す。 



自動再生する（スライドショー） 

MENU ボタンー因2一 [スライドショー]を選ぶ。 

撮影した画像を順番に表示する。全画像の表示び終わると自動的に 
終了する。 

• スライドショー再生中に、十字キーの ◄/ ►で、画儘を戻す/送ることびでさる。 

一時停止ずるには 

十字キーの中央を押します。ちう一度押すと、再開します。 

途中で終了するには 

MENU ボタンを押します。 

画像を切り換える間隔を変更するには 

MENU ボタンー►因2[間隔設定]•-希望の秒数を選ぶ。 
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撮彰した画像の情巧を見る 


DISP ボタンを押すたびに撮影情報表示び切り換わります (96 ページ)。 


基本情報画面 


100-0003 hD 阳巧 FINE U 

の 


1/125 F3.5 IS0100 

200811 10:37am _3/7 


表示 

意味 

1000003 

フオルダ番号ーフアイ 
ルま号 （128) 

0—n 

プロテクト （104) 

DPOF3 

DPOF (フリント)指 
定 （138) 

RAWRAW+J 
FINE STD 

画質り 10) 

国留属 

画像サイズ (109) /il 
像縦横比（110) 

の 

バッテリー残量警告 
(13) 

1/125 

シャッタースピード 
(55) 

F3.5 

絞0値 (53) 

IS0100 

に0感度 (83) 

200811 
10:37AM 

撮影曰時 

3/7 

画像ま号/全体の画像 
数 


■重機能を使ラ 
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ヒストグラム画面 


刚 


100-0003 

ゎ ' 帆 円 FINE n 

な ] 




刚 (1 】 

1/125 

ス 5 旧 

100 


1 因 - 〇 . 3 因 - 〇 . 3 囚 35 間 

rr ~ I 

rstd ： 

* 550 OK 

"1 EBa 

心 

2008 

11 10:37AM 

3/7 


帕 


の 

表示 

意味 

100-0003 

フオルダま号ーファイ 
ル番号 （128) 

0—n 

プ n テクト （104) 

DP0F3 

DPOF (プ U ント)指 
定 （138) 

RAWRAW+J 
FINE STD 

画質(110) 

呂留 i 畏 

画像サイスり日巧 /!] 
像縦横比り 10) 

な ] 

バッテ1」一残量警告 
(13) 

回 

表示 

意味 


ヒストグラム （79) 

MPASM 

图图国 

跑函國 

撮影モード (42) 

1/125 

シャッタースピード 
(55) 

F3.5 

絞り値 (53) 

IS0100 

ISO 感度 (83) 


表示 

意味 

囚 -0.3 

露出補正 (57、94) 

因 - 0.3 

調光補正 (80) 

画画囚 

測光モード (82) 

35mm 

レンズ焦点距離 （146) 

rstd：! 

1 Vivid , 

1 Port. す 
「 Land. て 

1 Night 1 
fSunseti 

1 B/wt 
lAdobei 

ク U エイティブスタイ 
ル (88) 

AWB 米 +1 
5500KM1 

ホワイトバランス 
けー ト、プリセット、 

色温度、カラーフィル 
ター、カスタム） （84) 

耐 

D レンジオフティ7イ 
ヴー （88) 

200811 
10:37AM 

撮影曰時 

3/7 

画像ま号/全体の画像 
数 
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ヒストグラムの見かた 


画像に白とびまたは黒つぶれの箇所び 
ある場合、ヒストグラム画面の画像の 
該当箇所び点滅します(白とび黒つぶ 
れ警告)。 


点滅 R (ホ）輝度 




保護する(プ□テクト） 

画像を誤って消さないように保護(プ□テクト）します。 
画像を選んで保護する/解除する 


1 MENU ボタンー因1一[プ□テクト]一[選択画像]を選 
ぶ。 


2十字キーの ◄/ ►で保護したい画 
像を選んで、十字キーの中央を巧 
す。 

画像にか-マークび付<。 

• 解除すると去は、わラー度押す。 


3 他の画像も保護するときは、手順 2 を繰り返す。 


4 MENU ボタンを巧す。 


5 ▲で[実行]を選び、十字キーの中央を巧す。 


1加 >0的3 

’ ^ 

1/脚内 

- FINE 円 

I •担定0 g 実行 I 


すべての画像を一括で保護する/解除する 

MENU ボタンー因1一[プ□テクト]- ► [全画像]または[全 
画像解除]^ [実行]を選ぶ。 
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削除する 



一度削除した画像は、元に戻せません。事前に、削除してよいか、確認 
して < ださい。 

ご注意 

• プ□テクトされている画像は削除でをません。 



画像を選んで削除する 


再生中の画像を削除する 






4 MENU ボタンを巧ず。 


5 ▲で曲' ij 晩を選び、十字キーの中央を巧ず。 


フォルダごと画像を削除する 


1因ボタンを巧ず。 


2 十字キーの◄でフォルダバーを 

選ぶ。 


フオルダバー 


3十字キーの中央を巧し、 ▲/ ▼で削除したいフオルダを選ぶ。 


4命ボタンを巧す。 


5 ▲で悄!I晩を選び、十字キーの中央を巧す。 



すべての画像を一括で削除する 

MENU ボタンー田1一悄!I晩一[全画像]-^悄!I除]を選 
ぶ。 


ごま意 

• [全画儘]で大量の画像を削除すると、長時間かかることびありまず。パソ 
コンで画儘を削除するか、本磯でのフオーマツトをおすすめします 
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テレビで見る 


電源を切った状態で、本機とテレ 
ビを接続する。 



2テレビの電源を入れ、入力を切り換える。 

• テレビの取扱説明書ちあわせてご覧ください。 


3本機の電源を入れ、因ボタンを 
巧す。 

撮影した画儘びテレビに表示される。 
十字キーの ◄/ ►で画像を選ぶ。 

• 本機後面の液晶モニターは点むしま 
せん。 



W ボタン 


"プラビアプレミアムフォト"対応の USB 端子つをソニー製テレビと付属の 
USB ケープルで接続すると、より高画質な映像び楽しめます。 


■重靈を使ラ 
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海かのテレビに接続して見るには 

接続するビデオ機器のカラーテレビ方式に合わせて、本機のビデオ出 
力万式の変更び必要です。 

MENU ボタンー A 1一[ビデオ出力]-►希望の設定を選ぶ。 


NTSC 

NTSC ち式に設定する（日本、米国など)。 

PAL 

PAL ち式に設定する（欧州など)。 
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画像サイズと画質を設定ずる 

画像サイズ 

MENU ボタン ー〇 1 一 [ 画像サイズ]希望のサイズを選 
ぶ。 


[縦横比]び 3 : 2 のとを 
DSLR-A350 


L : 14M 

4592 X 3056 画素 

M : 7.7M 

3408 X 2272画素 

S : 3.5M 

2288 XI 520画素 


DSLR-A300 


L : 10M 

3872 X 2592 画素 

M : 5.6M 

2896 XI 936画素 

S : 2.5M 

1920 XI 280画素 

[縦横比]び 16 : 9 のとさ 

DSLR-A350 


L : 12M 

4592 X 2576 画素 

M : 6.5M 

3408 XI 920画素 

S : 2.9M 

2288 XI 280画素 


DSLR-A300 


L : 8.4M 

3872 X 21 76画素 

M : 4.7M 

2896 XI 632画素 

S : 2.1M 

1920 XI 088画素 


B 謹昼要ずる 


109 





ごま意 

• [画質]で RAW 画儘を選ぶと、 RAW 画像の画儘ヴイズは L 相当となります。 
液晶モニターに画像サイズは表示されません。 


縦横比 


MENU ボタン ー〇1一[縦横比]-^希望の比率を選ぶ。 


3 ： 2 

通常の縦横比率。 

16:9 

八イビジョンテレビ比率。 


画質 


MENU ボタンー一陋劃一►希望の設定を選ぶ。 


RAW(RAW) 

ファイル形式 ： RAW (生データ） 

デジタル処理などの加工をしていないファイル 
形式。専門的な用途に含わせて、パソコンで加工 
するとをに選ぶ。 

• 画儘サイスは常に最大サイズで固定されます。液晶モニ 
ターには画像サイズは表示されません。 

RAW+J 

(RAW+JPEG) 

ファイル形式： RAW 性データ ） +JPEG 
上記 RAW 画像と」 PEG 画像び同時に記録される。 
閲覧用には JPEG 画像、編集用には RAW 画像とい 
ラよラに、両方の画薇を記録したい場合に便利で 
す。 JPEG 画像の画質は[ファイン]に、画像サイ 
ズは [ L ] に固定される。 

円 NE ( フアイン） 

ファイル形式 ： JPEG 

画像び JPEG 巧式で圧縮されて記録される。圧縮 
率び大をくなるほどデータ量はかなくなり、1枚 
の;/モリーカードに記録でさる枚数び増えるび、 
画質は劣化する。 

STD 

( スタンダード） 
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ごを意 

• 画質を変更した場合の撮影枚数については、24ページをご覧ください。 

RAW について 

本機で撮影した RAW 画儘を開くには CD-ROM (付属)の 「Image Data 
Converter SR」 び必要です。このソフトウェアを使えば、 RAW ファイルを開 
いたあと、 JPEG や TIFF のような一般的な フォーマッ トに変換したり、ホワイ 
トバランス、彩度、コントラストなどを再調整することびでさます。 

• RAW 形式の画像を撮影する隙には、政下のよラな制限びあります。 

- DPOF (プ U ント)指定や Pk:tBtidge 対応プ U ンターでの印刷はできま 
せん。 

• RAW で撮影した画像を拡大再生すると、「スタンダード」切がの D レンジオ 
プティマイヴー効果は確認でさません。 


B 謹霎更ずる 
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メモリーカードへの記録方ミちを設定ず 
る 

ファイル番号の付けかたを変更する 


MENU ボタン ー A2 一 [ファイルナンバー]—希望の設定を 
選ぶ。 


連番 

ファイルナンバーをリセットせず、9999まで 
ファイルナンノ く一を続ける。 

リセット 

1；(下の場合にファイルナンバーをリセットし、 
0001か6番号をつける。 

-保存フォルダの形式び変更になった場合 
-フォルダ内の全画像び削除された場合 
-メモリーカードを交換した場合 
-メモ U —力ードをフォーマットした場を 


フオルダ名の付けかたを変更する 


撮影した画像ファイルは、メモリーカードの中の DCIM フオルダの下 
に自動生成されたフオルダに保存されます。 

MENU ボタンー A2 一 [フォルダお式]一希望の設定を選 
ぶ。 


標準お式 

フオルダ名び、フオルダ番号 + MSDCF になる。 

例：100 MSDCF 

曰付お式 

フオルダ名び、フオルダ番号+年月日（西暦下1巧 
月日4巧)になる。 

例：10080405 
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新規フォルダを作成する 

メモリーカードの中に、新しいフォルダを作成します。 

既存番号+1のフォルダび作成されます。次に撮影する画像は新しく 
作成したフォルダに記録されます。 

MENU ボタン ー ► A 2 — [新規作成]を 選ぶ。 


保存フォルダを 選ぶ 

標準あ式フォルダを選択中でフォルダび2つ上存在する場含、撮影 
した画像を保存するフォルダ(撮影フォルダ)を選べます。 

MENU ボタンー A 2 一 [フォルダ選択]一希望のフォルダを 
選ぶ。 

ごま意 

• 曰付形式フォルダ設定中は、撮影フォルダの選択はでをません。 

メモ U —カードをフ ォーマッ トする 

フォーマットすると、プ□テクトしてある画像も含めて、すべての 
データび削除され、元に房せません。 

MENU ボタンー因1一[フォーマット]一[実行]を選ぶ。 

• フォーマット中はアクセスランプび点むします。点む中はメモ U —カード 
を损かないでください。 

ご注意 

• メモ U - 力ードのフォーマットは、本機で行ってください。パソコンでメ 
モ U —カードのフォーマットを巧うと、フォーマットの形式によってはメ 
モ U —力ードび使えな<なることびあります。 

• メモ U —カードによっては、フ ォーマッ トに数分かかる場合びあります。 


B 謹霎更ずる 
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ノイズ軽減処理の設定を変更する 


長時間露光時のノイズ輕減処理を停止する 


シャッタースピードを、け少または1秒より遅くして撮影する(長時間 
露光)と、シャッターを開けていた時間と同時間のノイズ軽減処理を 
します。長時間露光時に目立つ粒状ノイズを軽減するためです。処 
理中は;><ッセージび表示され、撮影でをません。画費を優先するには 
[入]を、撮影タイ S ングを優先するには[切]を選びます。 

MENU ボタンー 02 一 [長秒時ノイズリダクション]一[棚 
を選ぶ。 

ごま意 

• 連続撮該および連続ブラケット撮該時は、[入]にしていてちノイズ U ダク 
シヨンは行われません。 


高感度時のノイズ軽減処理を停止する 


ISO 感度を1600政上の高感度に設定して撮影すると、高感度時に目立 
つノイズを軽減する処理を行います。 

画質を優先するには[入]を、撮影タイミングを優先するには脚]を 
選びます。 

MENU ボタンー 02 一隔感度ノイズリダクション]一脚] 
を選ぶ。 

ごま意 

• 連続撮影および連続ブラケット撮影時は、[入]にしていてもノイズ IJ ダク 
シヨンは行われません。 
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シャッターが切れる条件を変更する 

シャッターチャンスを優先する 

シャッターチャンスを優先したいとをは、[レ U —ズ優先]を選ぶとピ 
ントび合わな<てわ撮影でをます。 

ピントを確実に合わせて撮影したい場含は、[フォーカス優先]を選び 
ます。 

MENU ボタンー02一 [フォーカス/レリーズ優先]一[レ 
リーズ優先]を選ぶ。 


B 謹霎更ずる 
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操作ボタンの設定を変更する 


AEL ボタンの操作方法を変更する 


AEL ボタンを押して固定した測光値を、 AEL ボタンを押している間だ 
け保持するか（[押す間 AEL ])、 もう一度 AEL ボタンを押すまで保持す 
るか （ [再押し AEL ]) を設定でをます。 

MENU ボタンー〇1 一 [ AEL ボタン]一希望の設定を選ぶ。 

ごま意 

• 測光値び□ックされている間は、液晶モニター/ファインダー内にザ■び点 
なします。解除し忘れのないよラにして<ださい。 

• ここでのけ甲す間」、 r 再押し」設定は、マニュアルモードでのマニュアルシフ 
卜 (58 ページ)にわ影響します。 


コント□ールダイヤルの機能を変更する 


撮影モードび M (マこュアル撮影)モード 、 P (プ□グラムシフト）モー 
ドのとを、コント□ールダイヤルを使って調節でをる値を、シャツ 
タースピード、絞り値、どちらにするか設定できます。 

露出調整の際、よく使うほうを設定しておくと便利です。 

MENU ボタンーな1一[コント□ールダイヤル設定]一希望 
の設定を選ぶ。 
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本体設定を変更する 

電モ音の有無を設定する 

ピントび合ったとをや、セルフタイマー作動時に、電子音を鳴6すか 
鳴6さないかを切り換えます。 

MENU ボタンー ►A 2 —[電子音]-►希望の設定を選ぶ。 

省電カモードになる時間を設定する 

自動的に省電カモード(パワーセーブ)になるまでの時間を設定しま 
す。シャッターボタン半押しなど何か本機を操作す机ま‘、撮影が再開 
でさます。 

MENU ボタンー — [パワーセーブ]一希望の時間を選 
ぶ。 

ごま意 

• ここでの設定にかかわらず、テレビ接続時は30分となります。 

日時を設定する 

MENU ボタン^ Al ^ [日時設周一年月日と時刻を設定す 
る。 


B 謹霎更ずる 
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液晶モニターの設定を変更する 


液晶モこターの明るさを設定する 

MENU ボタンー ►Al [モニター明るさ]—希望の設定を選 
ぶ。 

• 撮影情報画面や再生画面で DISP ボタンを長押ししてち、明るさを調 
節でをる。 

撮影直後の画像表示時間を変更する(オートレビュー） 

撮影直後に、撮影した画像を確認することがでをます。その表示時間 
を変更でさます。 

MENU ボタンー々 1 一[才ートレビュ ー] 一希望の設定を選 
ぶ。 

ごま意 

• 縦方向で撮影してち、オートレビュー時は縦方向で表示されません (96 ペー 
ジ)。 


撮影時の液晶モこターの表示時間を選ぶ 

撮影時には、液晶モニターに撮影情報画面び表示されます。その表示 
時間を変更することびでをます。 

MENU ボタン ー ►A 1 [情報表示時間]-►希望の設定を 選 
ぶ。 
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ファインダーをのぞいている間ち液晶モこターを表示す 
る 

LIVE VIEW / OVF 切り換えスイッチび rOVF 」 になっているときに、ファ 
イン ダーを のぞ < と、液晶モこターび消灯します。 

お買い上げ時はバッテリーの消耗を防ぐため[入]になっていますび 
ファインダーをのぞいているとをち液晶モニターを表示させたいと 
をは、[切]を選びます。 

MENU ボタン^な1^ [接眼時自動消灯]^ [切]を選ぶ。 

ごま意 

• ここでの設定にかかわらず、一定時間(初期値では5砂)を過ざると、撮影情 
報画面は消むします (63 ページ)。 


B 謹霎更ずる 
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設定を初期値に戻ず 


撮影の設定を初期値に戻す 

モー ドダイヤルび rp 」、「 A 」、 rs 」、「 M 」 のとさの撮影 モー ドの主な設定 
び、初期値に戻ります。 

MENU ボタンー 02 一 [撮影モードリセット]一[実行]を選 
ぶ。 

U セツトされるのは下記の設定項目です。 


項目 

リセット後の設定値 

露出補正 (78) 

±0.0 

測光モード (82) 

多分割測光 

オートフオーカスモード (68) 

AF-A 

ドライブモード (91) 

1枚撮影 

ホワイトバランス （84) 

オート（自動設定） 

色温度/カラーフィルター （8 自） 

5500 K 、 カラーフィルター0 

カスタムホワイトバランス値 (86) 

5500 K 

に0 (83) 

AUTO 

画像サイズ (109) 

L : 14 M CDSLR - A 350) / 

L : 10 M CDSLR - A 300) 

縦横比。 10) 

3:2 

画質(110) 

フアイン 

D レンジオフティマイヴー (88) 

スタンダード 

ク U エイティブスタイル (88) 

スタンダード 

フラッシュモード （74) 

強制発光(内蔵フラッシュの開閉状態に 
より異なる） 

調光モード (81) 

冉 DI 調光 

調光補正 (80) 

±0.0 

フオーカス/レ U - ズ優先り 15) 

フオーカス優先 

冉 F 補助光 (73) 

才ート 
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項目 

リセット後の設定値 

長秒時ノイズ U ダクシヨン （114) 

入 

高感度ノイス U ダクシヨン（114) 

入 


本体の設定値を初期状態に戻す 

本機の主な設定び初期値に戻ります。 


MENU ボタンー A3 一 [設定値リセット]一[実行]を選ぶ。 

U セットされるのは下記の設定項目です。 


項目 

リセット後の設定値 

露出補正 (78) 

±0.0 

測光モード (82) 

多分割測光 

オートフオーカスモード (68) 

AF-A 

撮影情報画面 (63) 

拡大画面 

ドライブモードの 1) 

1枚撮影 

ホワイトバランス (84) 

オート（自動設定） 

色温度/カラーフィルター （86) 

5500 K 、 カラーフィルター0 

カスタムすワイトバランス値 (8 自） 

5500 K 

に0 (83) 

AUTO 

再生画面 (9 目） 

1枚再生(データあり） 

画像サイズ (109) 

L ：14 M ( DSLR - A 350) / 

L : 10 M ( DSLR - A 300) 

縦横比り 10) 

3:2 

画質 （11 日） 

フアイン 

D レンジオプティマイヴー (88) 

スタンダード 

ク U エイティブスタイル (88) 

スタンダード 

フラッシュモード （74) 

強制発光(内蔵フラッシュの開閉状態に 
より異なる） 

調光モード (81) 

ADI 調光 

調光補正 (80) 

±0.0 


B 謹霎更ずる 
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項目 

リセット後の設定値 

フォーカス/レ U - ズ優先り 15) 

フオーカス優先 

AF 補助光 (73) 

才ート 

長秒時ノイズリダクション （114) 

入 

高感度ノイズ U ダクション （114) 

入 


カスタムメニュー 


項目 

リセット後の設定値 

アイスタート AF (61) 

入 

AEL ボタン（116) 

巧す間 AEL 

コント □- ルダイヤル設定 （1 1目） 

シャッター 

赤目軽減発光 (73) 

切 

オートレビュー （118) 

2砂 

接眼時自動消巧り 19) 

入 


再生メニュ ー 


項目 

リセット後の設定値 

DPO 卜日付プ U ント （143) 

切 

縦記録画像の再生(弓の 

縦向き 

スライド シヨー (100) 

3秒 


セツトアップメニュー 


項目 

リセツト後の設定値 

モニター明るさり 18) 

±0 

情報表示時間り 18) 

5秒 

パワーセーブり 17) 

1分 

ファイルナンバー (112) 

連ま 

フォルダお式り 12) 

標準あ式 

USB 接続（124、 140) 

7スストレージ 

電モ音 (117) 

入 
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パソコンに画像を取り込む 

ここでは、本機とパソコンを USB ケーブルで接続してメモ U —カード 
の画像をパソコンに取り込む方法を説明します。 


パソコンの推奨環境 

本機とパソコンをつないで画像を取り込むには、下記の推奨環境びお 
要です。 

■ Windows 

OS (工場出荷時にインス!-ールされていること）： Microsoft 
Windows 2000 Professional SP 4 /Windows XP * SP 2 /Windows 
Vista * 

• 上記の OS でもアップグレードされた場合や、マルチプート環境の場合は、動 
作な証いたしません。 

• 64 bit 版は除きます。 

USB 端テ:標準装備 

■ Macintosh 

OS (工場出荷時にインスI -- ルされていること）： Mac OS X ( vlO .1.3 
LU 齡 

USB 端テ:標準装備 

パソコン接続についてのご注意 

• 推奨環境のすべてのパソコンについて動作を保証するちのではありません。 
• 1台のパソコンで2台切上の USB 機器を接続している場合、同時に使巧する 
USB 機器によっては、本機び動作しないことびあります。 

• USB 八ブ、延長ケープル経由でご使用の場合は、動作保証いたしません。 

• Hi-Speed USB ( USB 2.0 準拠)のため、対応の USB インターフてースに接続 
すると、高速な転送 ( hi-speed 転を)び行えます。 

• パソコンびサスペンド-レジューム機能、またはスリープ機能から復帰し 
ても、通信状態び復帰できないことびあります。 
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操作 1 :本機とパソコンを接続する 


1画像を記録したメモ U - 力ードを本機に入れる。 


2充分に充電したバッテ U -を本機に入れる、または AC アダプ 
夕一/チャージャー側売)で本機とコンセントをつなぐ。 

• 残量のない y ':ッテ1」一を使巧して画像をコピーすると、バッテ U —切れ 
のため、データを転送でをなかったり、データをあ損ずる恐れびありまず。 


3本機とバソコンの電源を入れる。 


4 A 2の [ USB 接続]び[マスストレージ]になっていることを B 
認ずる。 
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操作 2 :パソコンに画像をコピーする 
Windows をお使いの場合 

ここでは、パソコンの「マイドキュメント 」 （WindowsVista では「ド 
キュメント」）に画像を取 D 込む例を説明します。 


1自動再生ウイザードで、[フオル 
ダを開いてファイルを表示する] 
— [0 K ] の順にクリック。 

• 自動ウイヴードび起動しないときは、 
[マイコンピュータ] 一 [ U ムーバル 
ディスク]の順にクリック。 



2 [ DCIM ] フオルダをダブルクリック。 


• [Picture Motion Browser 」 を使ってそのまま画儘を取り込むこともで 
をる。 


3取り込みたい画像の入っている 
フオルダをダブルクリック。 

巧に、取り込みたい画像ファイル 
をちクリックしてメニューを表 
示し、[コピー]をクリック。 

• 画像ファイルの保存先については、 
128ページをご覧ください。 
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4 [マイドキュメント ] (Windows 
Vista では[ドキュメント])フオ 
ルダをダブルクリック。 

巧に、ちクリックでメニューを表 
示し、[貼り付け]を選ぶ。 

「マイドキュメント」 （ WindowsVista で 
は r ドキュメント」）フオルダに画儘びコ 
ピーされる。 

• コピー先に同じファイル名の画像び 
あるとをは、元の画像を上書きしても 
よいかを確認ずる ッセージび表お 
される。 

上書をすると、元のファイルデータは 
消える。上書きしない場合は、ファイ 
ル名を蒂望の名前に変更してからつ 
ピーする。ただし、ファイル名を変更 
すると本機で再生でさなくなる場合 
びある （129 ページ)。 



Macintosh をお使いの場合 


1 [デスクトップ画面上の新しく認識されたアイコン]-^ 
[ DCIM ] —[取り込みたい画像の入ったフオルダ]の順にダ 
ブルクリック。 


2画像ファイルをバードディスクアイコンにドラッグ&ド□ッ 
プ。 

A —ドディスクに画像ファイルびコピーされる。 
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パソコンで画像を見る 

Windows をお使いの場合 

「マイドキユメント」 （ Wind 日 WSVista では r ドキユメント」）に保存さ 
れた画像を見ます。 

1 [スタート]一[マイドキユメン 
卜 ] (Windows Vista では[ド 
キユメント ]) をクリック。 

• Windows 2000の場合は、デスクトッ 
プ画面上の[マイドキュ><ント]をダ 
ブルク U ックする。 


2見たい画像ファイルをダブルク 
IJ ック。 

画像び表おされる。 


Macintosh をお使いの場合 

[八ードディスクアイコン]一陋像ファイル]の順にダスレク 
リックすると画像が開く。 
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パソコンとの接続を切断するには 


政下の操作を斤いたいとさは、ここで説明する手順をあらかじめ行つ 
て < ださい。 

• USB ケースレを巧く 

• メモリーカードを取り出す 
• 本機の電源を切る 


■ Windows 

タスクトレイのろをダブルク U ックし、ち ( USB 大容量記録装置デバ 
イス） （ Vista では USB 大容量記録装置）一[停止]をクリックします。 
取りはずすドライブを確認して、 [ OK ] 一 [0 K ] (Windows XP/Vista 
では不動の順にクリックします。 

パソコンの接続び切断されます。 


■ Macintosh 

メモリーカードまたはドライブのアイコンをゴミ箱にドラッグ 
&ド□ップする。 

パソコンとの接続げ切断されます。 


画像ファイルの保存先とファイル名 


本機で撮影した画像ファイルは、;>< モリーカード内のフオルダにまと 
められています。 
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Windows XP の例 

〇本機で撮影した画像ファイルのフォ 
ルタ’(最初の3おはフォルダ番号)。 
©日付別のフォルダも作成でさます 
(11 2ページ)。 

•「 MISC 」 フォルダは、本機で記録/再生で 
をません。 

• 画像ファイル名は、下記のよラになりま 
す。□□□□(ファイル番号)は0001〜 
9 弓 9 弓の半角数字、 RAW データファイル 
とその JPEG 画像ファイル名の数字部分 
は同じです。 

- JPEG ファイル ： DsconnnnjPG 
-JPEG ファイル (Adobe RGB) : 
_DscnnnnjPG 

- RAW データファイル： 

Dsconnnn.ARw 

- RAW データファイル (Adobe RGB) : 

_Dscnnnn.ARw 

• お使いのパソコンによっては、拡張子び 
表示されない場合びあります。 

• フオルダについ口ま、1じぺージをご覧 
ください。 


回デスクトップ 
田因マイド辛ュ拟卜 
曰3 7イ ] シピュ-々 
旧 3.日インチ FD 
田 □一カルディスク 
田 ' i ** 〇—カルディスク 
田 silCD ドライブ 
日 リムーバブルディスク 
日白 DCIM 

「白 1 邮 MSDCF 
じ！ ( 

〇—。 \ 

む J 

、り 102 如 101— m 

む MI5C 


パソコン内の画像を、メモ U - 力ードにコピーして本機で 
見る 


ここでは、 Windows バソコンでの手順を説明します。 
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1 画像ファイルをちクリックし、 
[名前の変更]をクリックする。 
ファイル名を rDsconnnn 」 

に変更する。 

□□□□には、日001から999弓までの半 
角数字を入れる。 

• 上書をの警告び出た場合は、別の数字 
を入れ直す。 

• パソコンによっては、画儘の拡張子 
rjPG 」 び表示される。拡張デは変更し 
ないで < ださい。 

• 本機設定のファイル名を変更してい 
ない場合、手順1は不要。 



2下記の手順で、ファイルをメモ 
リーカード巧のフオルダにコ 
ピーする。 


①画儘をちクリック ー* ■ [コピー]をク 
U ック。 

© [マイコンピュータ]内の [ U ムーパブ 
ルディスク]をダブルクリック。 

感に CIM ] フオルタ巧の [□□□ 
MSDCF ] フオルダを右ク U ックし、 
[貼り付け]をクリック。 

• □□□には、100〜弓99までの半角 
数字び入る。 



ごま意 

• 画像サイズによっては再生できない画像びあります。 

•パソコンで画像を加工したファイルや、本機がで撮影した画像は本機で 
の再生を保証しません。 

• フオルダびない場合は、まず本機でフォルダを作成してから （113 ページ)画 
像ファイルのコピーを巧ってください。 
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ソフトウェアを巧用する 

本機で撮影した画像をよりいつそうご活用いただくために 、 「Picture 
Motion Browsed、「Image Data Converter SR」、「Image Data 
Lightbox SR 」 などげ付属されています。 

ごを意 

•「Picture Motion Browsed は、 Macintosh には対応しておりません。 

パソコンの推奨環境 
■ Windows 

[Picture Motion Browser 」 使用時の推賀環境 
05 (工場出荷時にインス!-ールされていること ）： Microsoft 
Windows 2000 Professional SP 4 /Windows XP * SP 2 /Windows 
Vista * 

* 64 bit 版は除きます。 

CPU /；>< モリ ： Pentium III 500 MHz 故上 / RAM 256 MB 1； (上 
(Pentium III 800 MHz 攻上 / RAM 引 2 MB 1； (上を推奨） 

八ードディスク：インス I -ール時に必要な容量：約20日 MB 
ディスプレイ：1024 X 768ドット政上 、 High Color (16 bit カラー) 
政上 

rimage Data Converter SR Ver .2」 / rimage Data Lightbox SR 」 
使用時の推奨環境 

OS (工場出荷時にインス!-ールされていること ）： Microsoft 
Windows 2000 Professional SP 4 /Windows XP * SP 2 /Windows 
Vista * 

* 64 bit 版は除きます。 

CPU /；>< モリ ： MMX Pentium III 1 GHz 似上を推奨 / RAM 512 
上 (RAM ] GB し: Lb を推賀） 

仮想; >< モリー： 700 MB 政上 

ディスプレイ:1024 X 768 ドットじ(上 、 HighCoior (16 bit カラー) 
じ!上 
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■ Macintosh 

nmage Data Gonverter SR Ver .2 」/「Image Data Lightbox SR 」 
使用時の推奨環境 

OS (工場出荷時にインス!-ールされていること ）： Mac OSX ( vlO .4) 
CPU : Powe 「 Mac ; G 4/ G 5シリーズ（1.日 GHzl ；(上を推奨 ） /Intel 
Core Solo/Core Duo / し ore 2 Duo じ(上 
メモ U :引 2 MB 1； (上り GBLU 上を推奨） 

ディスプレイ： 1024 x %8 ドット攻上、32000色！;(上 


ソフトウエアをインストールする 
下記の手順で、ソフトウェア(付属）をインス I -ールします。 


■ Windows 

• コンピュータの管理者権限で□グオンして<ださい。 


1パソコンの電源を入れた犬態で、 
CD-ROM (付属)を CD-ROM ド 
ライブに入れる。 

インス I -ール画面び表示される。 

• インストール画面び表おされないと 
をは、0(マイコンピュータ）一*^替） 
( SONYP に TUTIL ) 一 [ lnstall . exe ] の 
順にダプルク U ックする。 

• Windows Vista では、自動再生画面び 
表示される場合びある。そのとをは 
rinsta I l . exe . の実行」を選択し、画面の 
指示に従ってインス I -ールする。 



2 [インストール]をク U ックずる。 

画面の表示に従ってインストールずる。 




インストール後、パソコンか 5 CD - R 0 M を取り出す。 

下記のソフトウェアびインス I -ールされ、デスクトップにショートカット 
び表示される。 

• Sony Picture Utility 
[Picture Motion Browsed 
「 i - Jump エンジン」 

• Sony Image Data Suite 
「Image Data Converter SR 」 

「Image Data Lightbox SR 」 


1^9 


カスタマー登録していただ < と安屯ぃ便利な各種サボー 
卜び受けられる。 http :// www . sony . co . ip / di - regi / 



マイページではお持ちの登録製品に合わせたサポート情 
報を見られる。 httpy / www . sony . co . jp/mypaae 


■ Macintosh 

• インストールは管理ちとして□グオンした状態で行ってください。 

1 Macintosh の電源が入った状態で、 CD-ROM (付属）を、ディ 
スクドライブに入れる。 

2 CD - ROM アイコンをダブルクリックする。 

3 [ MAC ] フォルダの中の [ SIDSJNSTpkg ] を任意のフオルダ 
にコピーする。 


コピー巧のフオルダの中の [ SIDSJNSTpkg ] をダブルク 
リックする。 

しツ降、画面の指示に従ってインス I -ールを進め、完了する。 
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ごま意 

• パソコンの再起動を求める画面び表示された場合は、画面の指示にがって 
再起動して < ださい。 


[Picture Motion Browser 」 を便つ 


ごま意 

•「Picture Motion Browser 」 は、 Macintosh には対応しておりません。 


[Picture Motion Browsed をご利用 

になると、次のことびでをます。 

• 本機で撮影した画像をパソコンに取 
り込み、表示でさます。 

• パソコンにある画像を、撮影日ごと 
にカレンダー上に整理して、閲覧で 
をます。 

• 静止画の補正(赤目補正など)、プリント、メール送信、撮影曰時の変 
要げでをます。 

• GPS ユニット巧リ売)を利用すれば撮影した画像の位置情報を地図上 
に表示することびでをます。 

• 画像に曰付を挿入して保存/印刷でをます。 

• 書を込み型 CD ドライブまたは DVD ドライブでデータディスクを作 
成でさます。 



詳しいご利用方法については、 [Picture M 加 on Browser ガイド」を 
ご覧ください。 


[Picture Motion Browser ガイド」を起動するには、[スタート]一巧 
ベてのプ□グラム] (Windows 2000では口 □グラム])— [Sony 
Picture Utility ] —► [ヘルスー ► [Picture Motion Browser ガイ问 
の順にク U ックします。 
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[Picture Motion Browsed を起動ずるには 

デスクトップ上の試 [Picture Motion Browser ] をタブルク U ック 
します。 

スター トメこ ユーから 起動するとをは、 [スタート]— [すべてのプ 
□グラム ] (Windows 2000では 口 □グラム])— ► [Sony Picture 
Utility ] —► [Picture Motion Browser ] の順にク U ックします。 
終了するには、画面ち上の [ 0 ] ボタンをク U ックします。 

ごま意 

• 初回起動時にお知らせ通信機能の確認画面び表示されます。[実行開始]を 
選択してください。この機能は、ソフトウエアの更新などのお知らせびあ 
る場合に通巧を巧います。あとで設定し直ずこともでさまず。 


rimaqe Data Converter SR 」 を使つ 


ごま意 

• RAW データで保存した場合、 ARW 2.0 形式になります。 

rimage Data Converter SR 」 をご利用になると、次のことびできます。 

• RAW モードで撮影した画像を I -ーンカーブやシャープネスなどを _ 

彩な補正機能で編集でさます。 ■ 

• ホワイトバランスや露出、クリエイティブスタイルなどの画像の調パ 
整びでをます。 ^ 

• 表示、編集した静止画をバソコンに保存でをます。 RAW データのまン 
まイ呆存する方法と、況用ファイルフォーマットあ式で保存する方ミち ^ 

びぁ D ます。 f 

• rimage Data 〔 onverterSR 」 の詳しいご利用ち法については、ガイ 
ドをご覧ください。 


ガイドを起動するには、[スタート]-^ [すべてのプ□グラム] 
(Windows 2000では[プ□グラム])— ► [Sony Image Data Suite ] 
一[ヘルスー ► [ lmageData 〔 onverte 「 SRVe 「.2] の順にクリック 
します。 
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「Image Data Converter SR 」 を起動ずるには 

■ Windows 

デスクトップ上の シヨー トカット [Image Data Converter SRVer .2] 
をダブルクリックします。 

スタートメニューから起動するときは、[スタート]-^ [すべてのプ 
□グラム ] (Windows 2000では[プ□グラム])— ► [Sony Image 
Data Suite ] —► [Image Data 〔 onverterSRVe 「.2] の順にクリック 
します。 

終了するには、画面ち上の [ 0 ] ボタンをクリックします。 

■ Macintosh 

[アプリケーシ ヨン] フォルダから [Sony Image Data Suite ] フォル 
ダ内の [Image Data Converter SR Ver .2] をタブルクリックします。 
終了するには 、 [IDC 5 R ]>< ニューから [Image Data 〔 onverter を終 
了]をクリックします。 

「Image Data Lightbox SR 」 について 

「Image Data Lightbox SR 」 をご利用になると、次のことびできます。 

• 本機で撮影した RAW 画像/ JPEG 画像を表示、比較でをます。 

• 5段階でランク付けでをます。 

•「Image Data Converter SR 」 で表示して、画像の調整びできます。 

•「Image Data Lightbox SR 」 の詳しいご利用ち法については、ガイ 
ドをご覧 < ださい。 

ガイドを起動するには、[スタート]—[すべてのプ□グラム] 
(Windows 2000では[プ□グラム]) 一 [Sony Image Data Suite ] 
—► [ヘルス ー [Imaae Data Lightbox SR ] の順にクリックします。 
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rimage Data Lightbox SR 」 を起動するには 

■ Windows 

デスクトップ上の [Image Data Lightbox5R] をダブルクリックしま 
す。スタート;><ニューか 5 起動するとをは、[スタート]—[すべて 
のプ□グラム] (Windows 200 日では口 □グラム]— ► [Sony Image 
Data Suite] —► [Image Data Lightbox SR] の順にク U ックします。 
終了するには、画面ち上の [0] ボタンをク U ックします。 
コレクションの保存についてのダイア□グび表示されます。 

■ Macintosh 

[アプ IJ ケーション ] フォルダから [Sony Image Data Suite] フォル 
ダ内の [Image Data Lightbox S 閲をダブルクリックします。 

終了するには、 [Image Data Lightbox S 閲;ニューから、 [Image 
Data Lightbox SR を終了]をク U ックします。 
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プ u ント指定する 

撮影した画像を、ご自分のプリンターでプリントする場合やプリント 
店に依頼する際に、あ5かじめどの画像を何枚プリントするかを指定 
してお<ことびでさます。 

指定方法は、下記の手順をご覧ください。 

DPOF 指冠ま、印刷後も残ったままとなります。印刷び終了したあとは、 
解除することをおすすめします。 


画像を選んでプ U ント指定する/解除する 


1 MENU ボタン ー田 1一に POF 指定]一[選択画像]を選 
ぶ。 

1枚画像び表示される。 


2十字キーの ◄/ ►で画像を選ぶ。 


3 句 ボタンで枚数を選ぶ。 

• プ U ント指定を解除すると却ま、枚数を「0」にする。 


4 MENU ボタンを巧す。 


5 ▲で[実行]を選び、十字キーの中央を巧す。 


ごま意 

• RAW ® 儘には DPOF 指定はできません。 

• 枚数指定は弓枚までです。 

• DPOF 指定を解除すると、インデックスプ U ントの指定ち解除されます。 
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すべての画像を一括でプ u ント指定する/解除する 


1\/1£1\111ボタン^因1^に POF 指定]-^ [全画像]または[全画 
像解除]^ [実行]を選ぶ。 


日付を入れる 

プ U ントする際に、プ U ンター側で日付を入れることびでさます。曰 
付の入る場所(画面内/画面外、サイズなど)は、お使いのプ U ンターに 
よって異なります。 

MENU ボタンー因1 一 [DPOF 指定]一[日付プリント]一 
[入]を選ぶ。 

ごま意 

• プリンターによっては、この機能に対応していないものちあります。 

インデックスプ U ントを作成する 

;><モリーカード内に記録されているすべての画像をまとめてプリン 
卜 することびでをます。 

MENU ボタンー因1 一 [DPOF 指定]一[インデックスプリン 
h ] -[最新版を作成する]を選ぶ。 

ごま意 

• 1枚のプリントに印刷される画像の数や印刷内容は、プリンターによって異 
なります。 RAW 画儘は、インデックスプ U ントには入りません。 

• インデックスプリント設定後に撮影した画像は、インデックスプリントに 
は含まれません。プ U ントの直前に作成されることをおすすめします。 

• DPOF 指定を解除すると、インデックスプリントの指定ち解除されます。 


I プ U ントずる 
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カメラとプリンターを接続してプリン 
卜ずる 


PictBridge 対応プリンターな5、本機 
で撮影した画像をパソコンなしでプ U 
ントできます。 「 PictBridge 」 は、「ピク 
トプ U ツジ」と読みます。力;><ラ映像 
機器工業尝 ( CIPA ) で制定された統一 
規格のことです。 


r( PictBridae 


ごま意 

• RAW データファイルはプ U ントでをません。 


操作]:本機を設定する 


ごま意 

• プ U ントの途中で電源び切れないよラに、 AC アダプター/チャージヤー（別 
売)のご使巧をおすすめします。 


1 MENU ボタンー A 2 一 [ USB 接続] 一 [ PT 門を選ぶ。 


2電源を切って、画像を記録したメモリーカードを本機に入れ 

る。 


140 




操作 2 :本機とプ1」ンターをつなぐ 



2本機とプ U ンターの電源を入れる。 

プ1」ントする画像を還ぶ画面び表示される。 


操作3 :プ U ントする 

1十字キーの ◄/ ►でプ U ントずる画像を選び、十字キーの中央 
を巧ず。 

• 解除するとをは、をう一度中央を押す。 

2他の画像ちプ U ントずるときは、手順1を繰り返ず。 

3 MENU ボタンを巧して、各項目の設定をずる。 

• 設定内容の註細は、 rPictBridge メニュー」をご覧ください。 

4 メニューの[プ U ント]一廣行]を選び、十字キーの中央を巧 
ず。 

プ U ントび開始される。 

• プ1」ント終了画面び出たら、十字キーの中央を押す。 


プ U ントずる 
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プリントを中止するには 

プリント中に十字キーの中央を押すと、プリントは途中で中止されま 
す。 USB ケーブルをはずすか、本機の電源を切ってください。再度プ 
U ントする場合は、操作]〜3の手順に従ってプリントしてください。 


Pi 〔 tBndge>< こユー 


1 ぺージ 目 
プリント 

選択した画像をプリントします。詳しくは操作3をご覧ください。 

枚数指定 

20枚まで選べます。 

選択した画像すべてに巧して同じ枚数の指定になります。 


用紙サイズ 


才ート 

プ U ンターの設定に従ラ 

L 

89 X 127 mm 

はびさ 

100 x 147 mm 

lOxiScm 

lOxiScm 

4" X 6" 

101.6 xi 52.4 mm 

A 6 

105 X 148.5 mm 

2 L 

127 X 178 mm 

Letter 

216 X 279.4 mm 

A 4 

210 X 297 mm 

冉3 

297 x 420 mm 


レイアウト 


才ート 

プ1」ンターの設定に従ラ 

& ち無し 1 枚 

ふち無しで、1画像/1枚 

1枚 

1画像/1枚 

2枚 

2画像/1枚 

3枚 

3画像/1め 
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4枚 

4画像/1枚 

8お 

8画像/1枚 

インデックス 

選択した画像をまとめてプリントす 
る。出力はプ1」ンターの設定に従ラ。 


日付プリント 


曰時分 

曰時分を入れる 

年月日 

年月曰を入れる 

切 

曰付を入れない 


2ぺージ目 
印刷指定全解除 

メッセージび表示されたら、「実行」を選んで十字キーの中央を押します。 

プ U ント後は各画像のをは消えますび、プ I 」ントせずに指定を觸除するとを 
は、これを選択してください。 

カード内一括印刷 

1つの；><ディア内の画儘をまとめて印刷します。メッセージび表示されたら、 
r 実行」を選んで十字キーの中央を押します。 


I プ U ントずる 
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まな仕様 


本が 

账胡 

カメラタイプ 

フラッシュ内蔵レンズ交 
換式デジタルー眼レフカ 
メラ 

使用レンズ a レンズ 

[撮像部] 

総画素数 DSLR-A350 

約14 900 〇〇日画素 
DSLR-A300 
約10 80日〇〇日画素 

有効画素数 DSLR-A350 

約14 200 〇〇日画素 
DSLR-A300 
約10 200 000画素 

撮像素子 DSLR-A350 

23.5 XI 57 mm CAPS-C 
サイズ)、インターレース 
スキャン方式、原色フィル 
ター付さ CCD 
DSLR-A300 

23.6X15.8 mm (APS-C 
サイズ)、インターレース 
スキャン方式、原色フィル 
ター付さ CCD 

に0感度(推奨露光指数） 

オート、100〜3200 


[手ブレ補正] 

巧式 

イメージセンサーシフト 
方式 

効果 

シャッタースピード 
約 2.5 〜 3.5 段(撮影条件- 
レンズにより異なる） 

[アンチダスト] 

システム 

帯電防止コートと CCD シ 
フト駆動の併用 

[才ートフォーカス] 

形式 

TTL 位相差検出方式、 

CCD ラインセンサー（中 
央ク n ス9エ U ア8ライン） 

検出輝度範囲 

EVO 〜 EV18 (ISO 100 
相当） 

冉 F 補助光 

約1 m 〜5 m 

[ライブビュー] 

形式 

ペンタ S ラー切換式 

撮像素子 

ライブビュー専用イメー 
ジセンサー 

測光ち式 

1200分割ライブビュー分 
析測光 

測光範囲 

EV2 〜 EV17、 分割、中央重 
点、スポット測光とを 
(ISO10 日相当、 F1.4 レン 
ズ使用） 

視野率 

90% 

[ファインダー] 

形式 

アイレベル固定式(ペンタ 
ダ AS ラー使用） 

視野率 

95% 


倍率 0.74 倍だ〇 mm レンス、無 

限遠、視度一] rrTi 時） 
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アイポイント 

最終光学面から約 
20.8 mm 、 接眼枠から約 
16.7 mm (視度—1 m —’ 
時） 


視度調整 

-3.0 〜 +1.0 m - i (デイ 
オフター） 

[測光](ファインダーモード時） 

測光素モ 

SPC 

測光方式 

40分割八ニカムバターン 

測光嚴囲 

EV 2 〜 EV 20 (スポット 
測光時は EV 4 〜 EV 20)、 

り SOI 00相当、 F 1.4 レン 
ス使用） 

露出補正 

±2.0 EV (1/3 段ステップ) 

[シャッター] 

形式 

電子制御式縦走〇フオー 
カルフレーンシャッター 

シャッター 

-スピード範囲 


]/4日00〜30砂、バルブ 
(1/3 段ステッフ） 


フラッシュ同調速度 
VI 60秒 


[内蔵フラッシュ] 

ガイドナン八一 

12 ( IS 0100 ■ m ) 

充電時間約4秒 
照射角 ] 8 mm レンズをカバー 

(レンズ表示の焦点距離） 
調光補正 ± 2.0 EV ( 1/3段ステップ) 


[記録メディア] 

CF 力ード (TYPE I 、 II )、マ 
イク□ドライブ、"メモ 
IJ ースティックデュオ" 

に F ス□ット対応メモリー 
スティ ック デュオアダプ 
ター使用による） 

[液晶モニター] 

お式 目.7 cm (2.7 型） TFT 駆動 

ドット数 230 400 (960 X 240) ドッ 

I- 

曜測 

バッテリー U チャージャスレバッテ 
U - パック NP - FM 500 H 

[その個 

PictBridge 巧応 

Exif Print 巧応 

PRINT Image Matching III 
巧応 

外形寸法 約 130.8 X 船 5 X 

74.7 mnn (幅 x 局さ x 奧 
巧き、突起部を除く） 

本体質量約 582 g (電池、メモ U — 
カードなど、付属品含ま 
ず） ■ 

動作温度〇〜40ご（マイク□ドラ ■ 
イブ使用時5〜4ぴ C ) そ 

Exif Exif 2.21 遥 

USB 通信 Hi-Speed USB ( USB 2.0 
準拠） 
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バツテリーチャージャー 

BC - VM 10 

定格入力 AC 100 V -240 V 、 

50/60 Hz 

定格出力 DC 8.4 V 、 750 mA 
動作温度日〜40む 
保を温度 一20〜+60ご 

最大外形寸法 

約 70 X 25 X 95 mm 
(幅 X 高さ X 奥行き） 

本体質量約9日 g 

リチャージャブルバッテリー 
パック NP - FM 500 H 

使用電池 U チウムイオン蓄電池 
最大電圧 DC 8.4 V 
公称電圧 DC 7.2 V 
容量 11.8 Wh り650 mAh ) 

最大外形寸法 

約 38.2 X 20.5 X 55.6 mm 
(幅 X 高さ X 奥巧を） 

本体質量約78 g 

本機や付属品の仕様およびが観は、 
改良のため予告な < 変更することび 
ありますび、ご了承ください。 


焦点距離について 

本磯での撮影画角は、35 mm フィルム 
カメラの画角よりを狭くなります。お 
手持ちのレンスの焦点距離を約1 .5 倍ず 
れば、35 mm フィルムカメラとほぼ同 
じ画角で撮影でさる焦点距離に巧当す 
る値をホめることびでさます。 

(例：焦点距離5日 mm のレンズを付け 
ると、35 mm フィルムカメラで約 
75 mm に相当ずる画像び得5れま 
す。） 

画像の互換性について 

• 本機は、（社)電子情報技術産業協を 
( JEITA ) にて制定された統一規格 
"Design ruleforLamera File 
system ’（ DCF ) に対応しています。 

. 本機で撮震した画像の他機での再を、 
他機で撮影/修正した画儘の本機での 
再生は保証いたしません。 


商標について 

• OC はソニー株式尝社の商標でず。 

• " MemoryStick "、" メモ U — スティッ 
ク "、 "Memory Stick PRO ’、 
"メモリースティック PRO ’、 

Memory Stick PR 日、 “Memory 

Stick Duo ’ 、ソモリースティック 

デュオ"、 Memory Stick Duo. 

"Memory Stick PRO Duo ". ソモ 
U —スティック PRO デュオ’、 

Memory Stick PRODuq^ "Memory 
Stick PRO-HG Duo "、" メモリース 
ティック PRO - HG デュオ’、 

MemoryStickPRD-HGDuo. ソモ 

u —スティックマイク n —、 
" MagicGate ’、" マジックゲート’お 

よび Mag に Gate はソニー株式 
を社の商標です。 

• "InfoLITHIUM (インフオリチウム）’ 
は、ソニー株式会社の商標です。 
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• Microsoft 、 Windows ' Windows 
Vista は、米国 Microsoft Corporation 
の米国およびその他の国における登 
録商標または商標です。 

• Macintosh、Mac OS、Power Mac 
は Apple Inc . の米国およびその他の 
国における登録商標です。 

• Intel、Intel Core 、 MMX、Pentium 
は Intel Corporation の登録商標また 
は商標です。 

• コンパクトフラッシュ 
に ompa 订 Flash ) は、米国ヴンデイス 
ク社の商標です。 

• Microdrive は 、 Hitachi Global 
Storage Technologies の登録商標で 
す。 

• Adobe は Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社） 
の米国ならびに他の国における商標 
または登録商標です。 

• D レンジオフテイマイヴーアドバン 
スには容アピカル社の技術を使用し 
ています。 

• その他、本書に記載されているシステ 
ム名、製品名は、一般に各開発メー 
力一の登録商標あるいは商標です。 
なお、本文中には™、@マークは明記 
していません。 


困つたとをは 

困ったとさは、次の項目をチェックし、本機を点検してください。そ 
れでも調子び悪いとさは 『 a 』 専用サポートヴイトまたはソニーの相 
談窓口に電話でお問い含わせください(裏表紙)。 



カスタマー登録のごミ巧 

カスタマー登録していただくと、安む-便利な各種ヴポートび受けら 
れまず。 

詳しくは、同捆のチラシ r カスタマー登録のご案内」もしくはご登録 
WEB サイトをご覧ください。 
http :// vvww . sony . co . jp / di - reai / 

登録後は登録者専用お問い合わせ窓□をご利用いただけます。 

詳しくは下記の URL をご覧くださし、。 
http :// www . sonv . co . jp / DSLR/contacty 
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バッテ u —-電源 


本機にバッテリーを入れ 5 れない。 

• バッテリーの先端で□ックレバーを押しなびら入れて<ださい （12 ペー 
ジ)。 

• バッテ U —の型番を確認してください(9、13ページ)。 


バッテリーの残量表示が正しくない。またはバッテリー残量表示び巧分 
なのに電源がすぐ切れる。 

• 温度び極端に高いまたはあいところで使用しているとをの現象です（化2 
ぺージ)。 

• 蔑量表示と実際の鶏量にズレび生じています。バッテ U —を一度使い 
切ってから充電すると正しい表示にもどります。 

• バッテ U —び消耗しています。充電されたバッテ U —を取り付けて<だ 
さい （12 ページ)。 

• バッテ U —の寿命です （14 ページ)。新しいバッテ U —と交換してくださ 
い。 


電源び入 6 ない。 

• バッテリーび正し < 取り付けられているか確認して < ださい （12 ページ)。 
• バッテ U —び消耗しています。充電されたバッテ U —を取り付けて<だ 
さい （12 ページ)。 

• バッテ U —の寿命です （14 ページ)。新しいバッテ U —と交換してくださ 
い。 


電源が切れる。 

• 操作しない状態び一定時間続くと、省電力設定(パワーセーブ)になり、ほ 
ぼ電源オフに近い状態になります。シャッターボタンを半押しするなど、 

本機の操作をすれば、ノ くワーセーブは解除されます （ 117ページ)。 ス 

の 

他 
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撮影する 


フアイン ダーモー ド時、電源を入れてち液晶モニターがつかない。 

• 液晶モニターは、初期設定では5砂政上何ち操作をしないでいると、節電 
のため自動的に消打します。消なまでの時間は変更できます （118 ページ)。 
• 液晶モニターびオフになっています。 DISP ボタンを押して、液晶モニター 
を点むさせてください (64 ページ)。 


ファインダーの画像びはつをりしない。 

• 視度を正しく調節する (62 ページ)。 


フアインダーに画像び映らない。 

• LIVE VIEW / 日 VF 切り換えスイッチび 「LIVE VIEW 」 になっています。 rOVF 」 
にして < ださい (61 ページ)。 


撮穀でをていない。 

• ；><モ11ーカードび入ってぃなぃ。 


シャッターび切れない。 

• メモ I 」ーカードの空き容量を確認してください (24 ページ)。いっぱいの 
とさは、下記のいずれかを行ってください。 

—不要な画像を削除してください（105ページ)。 

-メモリーカードを交換してください。 

• 内蔵フラッシュ充電中は撮影できません (72 ページ)。 

• ピントび合わないとシャッターは切れません妃6ページ)。 

• レンズび正しく取り付けられていません。正しく取り付けてください （15 
ぺ_ジ)。 

• 本機を天体望遠鏡などに取り付けた場合は、撮影モードを 「 M 」 にして撮 
影してください。 

• オートフオーカスの苦手な被写体 (67 ページ)を撮ろラとしています。 

フオーカス□ック撮影またはマニュアルフオーカス撮該を行ってくださ 
い(68、70ページ)。 


撮影に時間びかかる。 

• ノイズ軽減処理機能び働いています （114 ページ)。故障ではありません。 

• RAW モードで撮影しています （1 10ページ)。 RAW モードでの撮影はデー 
夕量び大きいため、撮影に多少時間びかかる場合びあります。 
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ピント（フォーカス）がちわない。 

• 被写体び近すざる。レンズの最短撮影距離を確認して<ださい。 

• マニュアルフオーカスになつている。フオーカスモードスイツチを 「 AF 」 
けートフオーカス）にしてください (6 目ぺージ)。 


アイスタート AF ぴ働かない。 

• [アイスタート AF ] を[入]にしてください (61 ページ)。 
• シャッターボタンを半巧ししてください。 


フラッシュ撮影がでさない。 

• フラッシュび自動発光になっています。必ず発光させたいとさは、強制 
発光にして < ださい (74 ページ)。 


フラッシュ撮影した画像に、ぼんや D とした丸い斑点が写っている。 

• 空気中のほこりびフラッシュの強い光に反射して写りこんだためです。 
故障ではありません。 


フラッシュの巧電時間が長い。 

• 短時間に連続してフラッシュを発光させています。連続してフラッシュ 
を発光すると、本機び熱くなるのを防ぐため、通背より巧電時間び長くな 
ることびあります。 


フラッシュ撮影した画像び全体のに暗い。 

• フラッシュの調光距離(フラッシュ光の届く距離)より撮影距離び遠い場 
合は、フラッシュ光び被写体に届かずに暗い画像となります。また、に日 
感度を変更するとフラッシュの調光距離ち変化します (73 ページ)。 


正しい撮穀日時び記録されない。 

• 曰付-時刻を合わせてください(20、117ページ)。 


シャツ ターを半巧しずると絞0値、 シャツ タースピードが点滅する。 

• 被写体び明るすぎる、または暗すざるため、本機の調整の範囲を超えてい 
ます。設定し直してください。 



そ 

の 

他 


画像が白っぽくなる（フレア)。 

光のにじみが現れる（ゴースト）。 

• 逆光で撮影したため、レンズに余分な光び入った。レンズフードを取り 
付けてください。 
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画像の隅が暗 < なる。 

• フィルターやフードをご使巧の場合は、いったん取りはずしてお試しく 
ださい。フィルターの厚みやフードの不適切な取り付けにより、画像に 
フイルターやフードび写り込むことびありまず。また、レンズの光学的 
な特性により、画像周辺部び暗く写る場合(光量低下)びあります。 


被写体の目び赤く写る。 

• 赤目軽減モードにしてください (73 ページ)。 

•被写体に近づいてフラッシュ調光距離巧 (73 ぺージ)で撮影してくださし、。 


液晶 モニターに 点び現れて消えない。 

• 故障ではありません。これらの点は記録されません (7 ページ)。 
• ピクセルマッピングを行ラと軽減される場合びあります。 

拟下の手順で行ってください。 

©ライブビューモードにする。 

运)レンズキヤップを取り付ける。 

感 MENU ボタン ー -A 3--[ピクセルマッピング]--[実行] 


画像びブレる。 

• 暗いところでフラッシュを使わずに撮影したので、手プレを起こしてい 
ます。シャ ッタースピー ドび遅くなるので、手ブレ補正機能または=脚 
の使用をおすすめします。フラッシュを使ラ方法ちあります (40 ページ)。 


液晶モニター/ファインダー内の測光インジケーター◄►が点滅ずる。 

• 被写体び日月る過ざる、または暗過ぎて、本機の測光範囲を超えていまず。 


ライブビューモードで撮影した画像の明るさがおかしい。 

• ライプビューモード時は、液晶モニターの画像をよく確認して撮影して 
ください。ライブビューモードに切り換えた直後などには、モニター映 
儘び被写体の明るさを巧分に認識していません。これらの場合、期待し 
た撮影結果び得られない場合びあります。 


152 



画像を見る 


再生でをない。 

• パソコンでフオルダ/ファイルの名前を変更したためです （129 ページ)。 

• パソコンで画像を加工したファイルや、本機切がで撮影した画像は本機 
での再生は保証いたしません。 

• USB モードになっています。 USB 接続を終了してください （128 ぺージ)。 


テレビに画像び出ない。 

• [ビデオ出力]び [ NTSC ] になっているか確認してください （108 ぺージ)。 
• 接続び正しいか確認してください （107 ページ)。 


画像を削除する/編集する 


削除でをない。 

• 画像のプ□テクトを觸除して<ださい （104 ページ)。 


誤って消してしまった。 

• 一度削除した画儘は元に戻せません。誤消去を防止したい画像には、あ 
らかじめプ□テクトをかけてください （104 ページ)。 


DPOF 指定マークび付かない。 

• RAW データフアイルには DPOF 指定マークを付けられません。 


パソコン 

最新サポート情報は、『ひ』専用サポートサイトをご覧ください。 ■ 

http://www.sony.co.jp/DSLR/support/ ス 

-の 

対応している OS びわか5ない。 他 

• 「パソコンの推奨環境」を確認してください（123、131ぺージ)。 
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本機びパソコンに認識されない。 

• 本機の電源び入っているか確認して<ださい。 

• バッテ1」一残量びみないとをは、充電されたパッテ U —を取り付けて< 
ださい （12 ページ)、または AC アダプター/チャージャー（別売)を使用し 
てください。 

• 接続には、付属の USB ケープルを使ってください （124 ぺージ)。 

• 一度パソコンと本機から USB ケープルを损いて再びしっかりと差し込ん 
で < ださい。 

• [ USB 接続]を[マスストレージ]にしてくださいり24ぺージ)。 

• パソコンの USB 端テに、本機/キーボード/マウスながの機器び接続されて 
いるときは、取りはずしてください。 

• USB 从プ経由などでなく、本機とパソコンを直接接続してください （123 
ぺージ)。 


画像をコピーでをない。 

• 本機とパソコンを正しく USB 接続してくださいり24ぺージ)。 

• 日 S に対応した手順でコピーしてください （ 125ページ)。 

• パソコンでフォーマツトしたメモ U —カードで撮青ミした場合、画像をパ 
ソコンへコピーでをないことびあります。本機で フォー マツトしたメモ 
U —力ードで撮影してください （1 13ページ)。 


画像を再生できない。 

•「Picture Motion Browsed をお使いの場合は 、 [Picture Motion 
Browser ガイド」をご覧ください。 

• パソコンメーカーまたはソフトウエアメーカーにお問い合わせください。 


USB 接続をしたときに 「Picture Motion Browser 」 が自動起動しなし、。 

• パソコンの電源を入れた状態で USB 接続をして < ださい （124 ページ)。 


ソフトウエア(付属)の使い方び分か5ない。 

• 各ソフトウエアのヘルプまたはガイドをご覧ください。 
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メモリーカード 


本機に入!5ない。 

• 方モ1」ーカードを入れる向きび違っています。正しい向をにして入れて 
<ださい （17 ページ)。 


記録でをない。 

• ><モ|」ーカードの容量びいっぱいになっていまず。不要な画像を削除し 
てください （105 ページ)。 

• 本機では使えないメモ U - 力ードび入っています （17 ページ)。 

• 誤消去防止スイッチのある^モリーカードを使巧し、スイッチび 「LOCKJ 
になっています。解除して<ださい。 


マイク □ ドライプが熱くなっている。 

•長時間使巧しています。故障ではありません。 


誤ってフォーマツトしてしまった。 

• フオーマツトすると、><モ|」ーカード内のデータはすべて削除され、元に 
戻せません。 


"メモリースティック"ス□ット巧きパソコンで"メモリースティック 
PRO デュオ"び認識されない。 

• お使いのパソコンの"メモ U - スティック"ス□ットび、モ U - ス 
ティック PRO デュオ"非対応の場合は、本機をパソコンにつないでくだ 
さい （124 ページ)。パソコンび"メモ U - スティック PRO デュオ"を認識 
します。 


プ U ントする 

なの rp に tBridge 対応プリンター」も合わせてご覧くださし、。 



そ 

の 

他 


画像の色合いびおかしい。 

• Adobe RGB で撮影した画像を 、 Adobe RGB ( Da =2.0/ Exif 2.21) に対応 
していない sRGB 環境下のプリンターで印刷すると、低彩度な画像になり 
ます (89 ページ)。 
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両端び切れてプ u ントされる。 

• プ U ンターによっては、画像の上下左ちび切れることびありまず。特に 
画像び [16: 弓]のと去は、左ちび大きく切れることびあります。 

• お手持ちのプ U ンターでプ U ントする場合は、あらかじめトリミングや 
ふちなしプ U ント機能を觸除しておいてください。機能の有無は、プリ 
ンターのメーカーにお問い合わせください。 

• お店でプ U ントする場合は、画像の両端び切れないよラにプ U ントでき 
るかどラか、あらかじめお店にお問い合わせください。 


日付を入れてプリントでさない。 

• [Picture Motion Browsed を使ってプリントすると日付挿入びできまず 
(134 ぺージ)。 

• 本機には画像に曰付を挿入でをる機能はありませんび、画像には曰付情 
報び記録されています。お使いのプ U ンターやソフトウエアび Exif 情報 
を認識でをれば曰付を入れてプ U ントでをます。対応の有無は、各^一 
カーにお問い合わせください。 

• お店でプ U ントするときは、日付挿入を蒂望すれば、日付を入れてプリン 
卜でさます。 


PictBridge 对応プ U ンター 


詳細はプ U ンターの取扱説明書でご確認ください。またはプ U ンター 
の；/一力一にお問い合わせ < ださい。 


プリンターと接続できない。 

•本機は、 PictBridge 非対応プ U ンターには直接接続でをません。対応の 
有無は、プリンターの;>^ーカーにお問い合わせください。 

• [ USB 接続]を [ PT 門にしてください （140 ぺージ)。 

• USB ケープルを扳いて、接続し直してくださし'1。プリンターにエラー表 
示び出ている場合は、プ U ンターの取扳説明書をご覧ください。 


プ U ントでをない。 

• 本機とプ U ンターび USB ケーブルで正しく接続されているか確認して< 
ださい。 

• RAW データファイルはプ U ントでさません。 

• 本機政列で撮影した画像、またはパソコンで加工した画像はプリントで 
きない場合びあります。 
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日付部分に r -」などがプリントされる。 

• 画儘ファイルにプリント可能な撮影曰時情報び入っていません。[曰付プ 
U ント]を脚]にしてプ U ントしてください （143 ぺージ)。 


プリンターの用紙サイズどお0にプリントできない。 

• 本機とプ U ンターを接続したあとにプ U ンターの巧紙を別のサイズの用 
紙と取り換えた場合は、一度 USB ケープルを旅いてプ U ンターを接続し 
直してください。 

• 本機でのプ U ント設定と、プ U ンターの設定び合っていません。本機の 
用祇サイズ設定を変更する （141 ページ)か、プ U ンターの巧紙設定を変更 
して < ださい。 


プリントを中止ずると、他の操作ができない。 

• プ U ンターび印刷中止の処理をしているので、しばらくお待ちくださし、 
プ U ンターによっては時間びかかることびあります。 


その他 


レンズがくもる。 

• 結露しています。電源を切って約1時間そのままにしてから使用してく 
ださい （162 ページ)。 


電源を入れると、旧巧/時刻を設定してください J というメッセージび表 
示される。 

• バッテリーび消耗したまま、または本機のバッテ U - を取り出したまま 
放置したため、曰時の設定び失われました。バッテリーを充電して、曰時 
を再設定してください (20 ページ)。バッテ U —充電のたびにリセットさ 
れる場合は、内蔵充電式バックアップ電池び消耗している場合びあるた 
め、 ソニーの 柜談窓□にお問い合わせください。 


撮穀 残り画像数が減5なかったり、一廚こ2巧減ったりずる。 

• JPEG 画像の場合、画像によって圧縮率や圧縮後のファイルサイズび変わ 
るためです（110ページ)。 



そ 

の 
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リセット操作をしていないのに、設定内容びリセットされる。 

• POWER スイッチび rON 」 のままバッテ U - を取り出しました。バッテ 
U - を取り出すときは、 POWER スイッチを rOFF 」 にして、アクセスラン 
プび点むしていないのを確かめてから取り出して < ださい (20 ページ)。 


本機び正常に作動しない。 

• 本機の電源を切っ口くッテリーを一度取り出し、入れ直してください。 
AC アダプター/チャージャー（別売)などの使用時は、一度コードを抜い 
てください。温度び上びっているときには、いったんバッテリー(また 
は AC アダプター/チャージャー)を取りはずし、本機の温度び下びってか 
らこれらの処置を行ってください。それでも直らない場合や何度ち繰り 
返す場合は故障ですので、お買い上げ店またはソニーの柜談窓□にお問 
い合わせください。 


ファインダーち下の手ブレインジケーターが、5つとも点滅ずる。 

• 手ブレ補正機能び作動していません。そのまま撮診でをますび、手プレ 
補正は機能しません。 POWER スイツチをいったん rOFF 」 にして、再度 
「 ON 」 にしてください。それでも戻らない場合は、お買い上げ店またはソ 
ニーの柜談窓□にお問い合わせ<ださい。 


画面に r — E - J び表示される。 

• メモ U —カードを一度取り出し、入れ直してください。それでを直らな 
い場合は、><モ|」一力ードをフ オーマツ トしてください。 
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警告表示 

画面には、次のような表示び出る 
ことびあります。 


"インフォリチウム"バッテリーを 
お使いください 

• 指定!;(がのバッテリーを使用し 
ている （13 ページ)。 


日付/時刻を設定して < ださい 

• 曰付と時刻を設定する。長時間 
使用していない場合は内蔵の充 
電式ノ くツクアツプ電池を充電す 
る（20、 ] 62ぺージ)。 


電池び少ないので実行できません 

• イ>< ージセンサーのクリーニン 
グを実行しよラとしたび、バッ 
テリー鶏量びみないので実行で 
をない。バッテ1」一を充電する 
か、 AC アダプター/チヤー 
ジャー（別売)を使巧する。 


カードむ S 入っていまだん 

• ><モ|」ーカードび入っていない。 


この力ードは使えません 
フオーマットしまずか？ 

• パソコンでフオーマッ トを 行い、 
ファイルシステムを変更した、 
または他の CF カード 機器で 
フオーマッ トを つた。 

[実行]を選んでフ オー マットを 
行ってください。本機で使用で 
さるよラになりますび、カード 
内の データは すべて削除されま 


す。また、フォー マツ トにをみ 
時間びかかることびあります。 
それでち ツ セージび出る場合 
は、カードを交換してください。 


力ードエラー 

• 本機では使えないカードび入つ 
ている。または、 フオー マット 
に失敗した。 


力ードを入れ直してください 

• 本機では使えないメモ U —力一 
ドび入っている。 

• メモ U —カードび壊れている。 

• メモ U —カードの端テび汚れて 
いる。 


ノイズリダクション実行中 

• 長砂時ノイズ U ダクションび機 
能した場合、シャッターび開い 
ていた時間分だけ、ノイズ軽減 
処理を行ラ。この間は次の撮影 
はでをない。 


表示できない画像でず 

• 他の力 ラで撮影した画像や、 
パソコンで画像を加工した場合 
は表示でをないことびある。 


レンズび装着されていないので 
シャッターび 切れません 

• レンズび正しく装着されていな 
し、またはレンズび取り付けら 
れていない。 

. 天体望遠鏡などに力 ラを取り 
付ける場合は撮影モードを 「 M 」 
にする。 


画像があ 0 ません 

• 画儘の記録されていないメモ 
リ ーカードで再生しよラとして 
いる。 


プ□テクトされていまず 

• プ□テクトされている画像を削 
除しよラとしている。 


DPOF 指定でをません 

• RAW 画像を DPOF 指定しようと 
している。 


USB 接続中 

• USB 接続を開始した。 USB ケー 
ブルを振かないで<ださい。 


接続巧を確認してください 

• PictBridge 接続びでをない 。 USB 
ケーブ J レを损いて接続し直す。 


しば5く使用でをません 
カメラの温度び下びるまでお待ち 
<ださい 

• 連続撮影したため、本機の温度 
び上がった。 

本機の電源を切って、本機の温 
度び下びり再び撮影可能になる 
のを待ってから撮影してくださ 
い。 


カメラ エラー 
システム エラー 

• 本機の電源を切ってバッテリー 
を一度取り出し、入れ直す。何 
度も繰り返す場合はソニーの相 
談窓□にお問い合わせくださし、。 


拡大できません 
回転でをない画像です 

• 他の力;><ラで撮青ミした画儘は、 
拡大/回較でをないことびある。 


指定び変更されていません 

• 画像の指定を変更せずに、プ〇 
テクトや DPOF を実行しようと 
した。 


これけ上フオルダ作成できません 

• 上3巧の番号び「999」のフオル 
ダびメモ1」ーカード内にある。 
本機でこれ上のフォルダを作 
成でをません。 


プリントを中止しました 

• プ I 」ントび中止された 。 USB 
ケーブルをはずすか、本機の電 
源を切る。 


プリント指定でをません 

• PictBridge 画面で RAW 画儘を 
指定しよラとした。 


プ U ン ターエラー 

• プ I 」ン ターを 確認ずる。 

• プリントしたい画像び壊れてい 
ないか確認する。 


プ U ン ター ビジー 

• プ1」ンターを確認する。 
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昏戦フタ- 


おずお読み<ださい 

記録内容の補償はでさません 

万一、力;>< ラや記録メディアなどの不 
具合などにより記録や再生されなかっ 
た場合、記録内容の補償については、ご 
容赦 < ださい。 

保詔書は国内に限られています 

このカメラは国内仕様です。外国で 
万一、事故、不具合び生じた場合の現地 
での アフターサービス およびその費用 
については、ご容赦ください。 

保証書 

• この製品には保証書び添付されてい 
まずので、お買い上げの際お買い上げ 
店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお 
確かめの上、大切になをしてください。 

ア フターヴー ビス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

"故障かな？と思ったら"の項を参考に 
して故障かどラかお調べください。そ 
れでち具合の悪いときはソニーの相談 
窓□にごす目談ください镇表紙)。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させ 
ていただきます。詳しくはな証書をご 
覧ください。 


保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、 
ご要望により有料修理させていたださ 
ます。 

卽品の交換について 

この商品は修理の際、交換した部品を 
再生、再利用する場合びあ0ます。そ 
の隙、交換した部品は回収させていた 
ださます。 

卽品の保有期間について 

当社はカメラの補修巧性能部品(製品 
の機能を維持するために必要な部品） 

を製造巧ち切り後7年間保有していま 
す。この部品な有期間び経過したあと 
も、故障個所によっては修理可能の場 
合びあ0ますので、ソニーの相談窓 □ 
にご相談ください屬表紙)。 



そ 
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ほ用上のごミ主意 


使用/な管してはいけない場 
巧 

• 異常に高温になる場所 
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動 
車内は特に高温になり、放置すると蜜 
形した0、故障した0することびあり 
ます。 

• 直射曰光の当たる場所、熱器具の近< 
変色したり、変おしたり、故障したり 
することびあ0ます。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂おなどの砂ぼこりのをい場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび超こ 
る場所などでは、砂びかか!3ないよラ 
にして<ださい。故障の原因になる 
ばか0か、修理でをな < なることちあ 
ります。 

持ち運びについて 

使用しないときは、必ずレンズキャッ 
フまたはボディキャッフを付けて<だ 
さい。ボディキャップを付ける際には、 
本機内部にほこりび入るのを防ぐため、 
ボディキャップのほこりを落としてか 
ら付けてください。 

動作温度にご注意<ださい 

本機の動作温度は約日〜4ぴ C です(マ 
イク n ドライブ使用時： 5〜40で）。 
動作温度範囲を超える極端に寒い場所 
や暑い場所での撮影はおずずめでさま 
せん。 


結露について 

結露とは、本機を寒い場所から急に暖 
かい場所へ持ち込んだときなどに、本 
機の内部や外部にか;苗び付くことです。 
この状態でお使いになると、故障の原 
因になります。 

結露を起こりにくくずるために 

本機を寒いところから急に暖かい巧に 
持ち込むときは、ビニール袋に本機を 
入れて、空気び入5ないよラに密閉し 
て<ださい。約1時間放置し、移動先の 
温度になじんでから取り出します。 

結露が起きたとさは 

電源を切って結露びなくなるまで約] 
時間放置し、結露びな < なってからお 
使いください。特にレンズの内側に付 
いた結露び残ったまま撮影すると、さ 
れいな画儘を記録でさませんのでご注 
意ください。 

内蔵の巧電式パックアップ電 
おについて 

本磯は曰時や各種の設定を電源の入/切 
に関係な<保持ずるために充電式バッ 
クアップ電池を内蔵しています。充電 
式バックアップ電池は本機を使用して 
いる限り常に充電されていますび、使 
ラ時間び短いと徐々に放電し8か月程 
度まったく使わないと完全に放電して 
しまいます。充電してか5使用して< 
ださい。ただし、充電式バ’ックアップ 
電池び充電されていない場合でわ、曰 
時を記録しないのであれば本磯を使ラ 
ことびできます。バッテ U —充電のた 
びに U セットされる場合は、内蔵充電 
式バックアップ電池び消耗している場 
合びあります。ソニーの相談窓□にお 
問合せください(裏表紙)。 
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内蔵の巧電式ィV’ックアップ電池の巧 
電方法 

本機に充電されたバッテ1」一を入れる 
か、 AC アダプター/チャージャー（別 
売)を使ってコンセントにつないで、本 
機の電源を切ったまま24時間切上放置 
ずる。 

ゾモ U — 力ードを廃棄/譲渡 
するとをのごミモ意 

本機やパソコンの機能による[フオー 
マット]や悄||除]では、;><モ1|ーカード 
巧のデータは完全には消去されないこ 
とびあります。メモリーカードを譲渡 
ずるときは、パソコンのデータ消去専 
用ソフトなどを使ってデータを完全に 
消去することをおずずめします。また、 
メモ IJ ー カードを廃棄するときは、;/ 

モ IJ 一力ード本体を物理的に破壊する 
ことをおすすゆします。 

撮露•再をに際してのごミモ意 

• 必ず事前にためし撮りをして、正常に 
記録されていることを確認してくだ 
さし、。 

• 本機は防じん、防滴、防水仕様ではあ 
りません。 

• ファインダーや取りはずしたレンズ 
を通して、太陽や強い光を見ないでく 
ださい。目に回復不可能なほどの障 
害をさたすおそれびあります。また 
故障の原因にな0ます。 

• 強力な電波を出すところや放射線の 
ある場所で使わないでください。正 
しく撮霞.再をびでをないことびあ 
0ます。 

• 砂やほこりの舞っている場所でのご 
使用は故障の原因になります。 


• 結露び起さたとさは、結露を取0除い 
てか5お使い < ださい （162 ページ)。 

• 本機に振動や衝撃を与えないでくだ 
さい。誤作動したり、画像び記録でさ 
なくなるだけでなく、メモ1」ーカード 
び使えな < なった0、撮影済みの画像 
データが壊れることびあります。 

• フラッシュの表面の巧れは取0除し、 
てください。発光による熱でフラッ 
シュ表面の巧れび変色したり、貼り付 
いたりすると、充分に発光できない場 
合びあります。 

• 本機や付属品などは乳幼妃の手の届 
く場所に置かないでください。バッ 
テ U - カバーや"メモ U - スティック 
デュオ"などを飮みこむ恐れびあ0ま 
す。万一飲みこんだ場合は、直ちに医 
師に相談して < ださい。 


そ 

の 

他 
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2 ぺージをあわせてお読みください。 


まをのために 


I 八警告1^ A 

化が 感呈 


下記のま意事項を守らないと、火災、大けがや死 t 
にいたるち害び発生することびあります。 



分おや改造をしない 

火災や感電の原因となります。内部点検や修理はソニーの相談窓□にご依頼く 
ださい。 

⑩ 

分が禁止 

内部に水や異物(金属類や燃えやすし、物など)を入れない 

火災、感電の原因となります。万一、水や異物び入ったときは、すぐに電源を切り、 
電池を取り出してください。 AC アダプターやバッテ U - チャージャーなども 
コンセントから扳いて、ソニーの相談窓□にご相談ください。 

0 

禁止 

運転中に使用しない 

自動車、オートバイなどの運転をしなびら、撮影、再生をしたり、液晶画面を見る 
ことは絶対おやめください。交通事故の原因となります。 

0 

禁止 

撮影時は周囲のが況にを意をは6ラ 

周囲の巧況を把握しないまま、撮影を行わないで<ださい。事故やけびなどの 
原因となりまず。 

0 

禁止 

指定 LU がの電池、 AC アダプター、バッテリーチャージャーを使わない 

火災やけびの原因となることがあります。 

0 

禁止 

機器本体や付属品、メモリーカードは、乳幼児の手の届 < 場所に置かな 

電池やアイピースカバーなどの付属品や、‘メモリーステイック’などを飲み込 
む恐れがあります。乳幼児の手の届かない場所に置を、お子様びさわら如よラ 
ごを意ください。万一教み込んだ場合は、直ちに医師に相談してください。 

電池やショルダーベルト、ストラップを正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、落下によりけびの原因となることびあります。 

また、ベルトやストラップに傷びないか使巧前に確認してください。 

〇 

f 日巧 

電源コードを傷つけない 

熱器具におづけたり、加熱したり、加工したりすると火がや感電の原因となりま 
す。また、電源 コー ドをおくときは、 コー ドに損傷を与えないように必ずプラグ 
を持って振いてください。 

Q 

禁止 

可燃性/爆発性ガスのある場所でフラッシュを使用しない 

禁止 


164 



I A 塑化 I A A 下記のを意事項を守らないと、义が、大けがや死 t ： 

I ZA 言 口 I ム心〇にいたる危害び発生することびあります。 


かが 感蛋 


フラッシュや AF 補助光などの撮影補助光を至近距離で人に向けな 
い 

• 至近距離で使用ずると視力障害を起こず可能性びあります。特に乳幼おを 
撮影ずるとさは、 Im な上はなれてください。 

• 運転ちに向かって使用ずると、目がくらみ、事故を起こず原因となりまず。 

カメラのファインダーや取りはずしたレンズを通して、太陽や強い 
光を見ない 

視力障害や失明の原因となります。 


0 


を 


I 八ミホー A 下記のを意事項を守らないと、けがや財産に損害を 

1 /•い ~-~~I * * - 与えることびあります0 


乂災感電 


水滴のかかる場所など湿気のをい場所やほこり、油煙、湯気のをい 
場所では使わない 

火がや感電の原因になることびあ0ます。 

めれた手で使用しない 

感電の原因になることびあります。 

不を定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所に置いたり、不安定な巧態で兰脚を設置すると、 
製品び落ちたり倒れたりして、けがの原因となることびあ0ます。 

コード類は正しぐ配置ずる 

電源コードやパソコン接続ケープルは、思こ引っ掛けると製品の落下や転倒など 
によりけびの原因となることがあるため、巧分注意して接続-配置してくださレ。 

通電中の AC アダプター、バッテリーチャージャー、巧電中の電池や 
製品に長時間ふれない 

長時間皮膚び触れたままになっていると、低温やけどの原因となることびあります。 


を 

禁止 

獲) 

めれ手禁止 

を 

禁止 

ホ 

指示 

を 


■靈のために 
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つづさ 


化が 感呈 


下記のを意事項を守らないと、けがや財産に損害を 
ちえることびあります。 



使用中は機器を巧で覆ったりしない 

熱びこちってケースび変形したり、乂災、感電の原因となることがあります。 

0 

禁止 

長期間使巧しないときは、電源をはずす 

長期間使用しないとをは、電源プラグをコンセントからはずした0、電池を本体 
からはずして保管してください。火災の原因となることびあります。 

€ 

つラグをコン 
セントから巧く 

フラッシュの発光部を手でさねらない 

フラッシュ葬光部を手で覆ったまま発光しないでください。発光後ち発光部に 
手を触れないでください。やけどの原因となります。 

0 

を止 

フラッシュ発光部を正常な位置に上げない状態で使用しない 

指定列のアクセサ1」一を装着した墙合や、撮影時のスタイル等で、フラッシュ発光 
部び上び0さらない状態で発光させると、火災の原因となることびあ0ます。 

0 

禁止 

レンズや液晶画面に衝撃を与えない 

レンズや液晶画面はガラス製のため、強い衝撃を与えると割れて、けがの原因 
となることびあります。 

0 

禁止 

電池や付属品、メモリーカード、アクセサリーなどを取りはずすと 
さは、手をそえる 

電池や"メモ U —スティック’などびおび出すことびあり、けびの原因となるこ 
とがち0ます。 

〇 

指示 

直射日光の当たる場所に放置しない ^ 

太陽光びおくの物に結慷すると、火災の原因になります。やむを得ず直射日光 
下に置く場合は、レンズキャップを付けてください。 



\ Am 電池についての 
安全上のご注意とお願い 


漏液、発熱、凳义、破裂、誤飲に よる大 けびや 
やけど、火災などを避けるたゆ、下記のミま意事 
項をよくお読みください。 


IA 危晚 

• バッテ U —バックは指定されたバッテ U —チャージャー 
が外で充電しない。 

• 電池を分解しない、火の中へ入れない、電子レンジやオー 
ブンで加熱しない。 

• 電池を火のそばや炎天下、高温になった車の中などに放置 
しない。このよラな場所で充電しない。 

• 電池をコインやヘアーピンなどの金属類と一緒に携帯、な 
管しない。 

• 電池を水-海水-牛乳-清涼飲料水-石酿水などの液体で 
施らさない。城れた電池を充電したり、使用したりしない。 

IA 警结 

• 電池を"ンマーなどでたたいた D 、 踏みつけた0、落下さ /Ov 

せた0するなどの衝撃や力をちえない。 

禁止 

IA 注意 1 

• 電池は、+、一を確かめ、正しく入れる。 

• 電池を使い切ったとさや、長期間使巧しない場合は機器か 

ら取り出しておく。 t 胃ホ 

お願い 

U チウムイオン電池は U サイクルできます。不要になった IJ 
チウムイオン電池は、金属部にセ□八ンテープなどの絶縁テー 
プを貼って U サイクル協力店へお持ちください。 

鶴 

Li-ion 

U チウムイオン電池 

巧 電式電 地の回収*リサイクルおよびリサイクル協力店については 

有限責任中間法人」 BRC ホームぺージ 

http :// wwvv . jb に net / hp / contents / index . hl:ml を参照してください。 
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コンテイニユアス AF . 68 

コントラスト . 88 
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サ巧 
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削除 . 105 

撮影 . 42 

撮影モード U セット . 120 

シーンセレクション . 44 

自動発光 . 72, 74 

視度調整 . 62 

絞り . 50,53 

絞り優先 . 53 

シャッタースピード . 50,55 

シャッタースピード優先 . 55 

シャープネス . 88 




















































充電 . 10 

焦点距離 . 146 

情報表示時間 . 118 

初期化 . 113 

ショルダーストラップ . 22 

白とび . 103 

シングル AF . 68 

スーム . 71 

スポーツモード . 47 

スポット測光 . 82 

スマートテレコンバーター ........ 71 

スライ ドショー . 100 

ス□—シンク □. 74 

接眼時自動消灯 . 119 

設定値リセット . 121 
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測光モード . 82 

夕巧 

縦記録画像の再生 . 96 
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調光補正 . 80 

調光モード . 81 

長秒時ノイズ U ダクション ..... 114 

定常光 . 94 

適正露出 . 54,56 

手ブレ防止 . 39 

手ブレ補正機能 . 40 


電子音 . 117 

時計をわせ . 20 

ドライブボタン . 35 

ドライブモード . 91 

ナ行 

日時設定 . 20,117 

ノイズリダクション . 114 

ハ巧 

八イスピードシンク□撮影 ........ 65 

発光禁止 . 42, 74 

バッテリー . 12 

バルブ撮影 . 59 

パワーセーブ . 117 

半巧し . 43,66 

ピクセルマッピング . 152 

被写巧深度 . 50 

ヒストグラム . 79 

日付プリント . 139 

ビデオ出力 . 108 

ピント . 66 

ファイルナンパ’一 . 112 

ファインダー . 62,65 

風景モード . 45 

フオーカス/レ U - ズ優先 ........ 115 

フオーカスエ U ア . 69 

フオーカス表示 . 67 

フオーカスモード . 68 

フオーカス□ック . 68 
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フオルダ作成 . 113 
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フラッシュモード . 72,74 

プ U セットホワイトバランス… .85 

プリント . 138,140 
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ャ巧 
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夜景モード . 49 

夕景モード . 48 

ラ巧 
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U セット . 120 
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露光量 . 50 
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露出固定 . 76 

露出補正 . 78 

露出モード . 50 

ヮ行 

ワイヤレスフラッシュ . 75 
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1枚ブラケット . 93 
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. 145 
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CF 力ード . 17 
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